
lh

下⊆⊃ ⊆副下

10m

10YR5/2 砂質土  (lcm程度の礫を少量含む。)
10VRS/3 祀聴柴層
10YR5/3砂質土  (5mm未満の礫を少量含む。)
10YR5/41砂礫層

―

10VR4/2 粕怪砂質土 (少量のマンガンく土器片を含む。5m未満の礫を少量含む。1～〕帥の礫を彼量含む。)

10YR4/3粕性砂賞土 (マ ンガンを含む。5mm未満の礫を少量含む♪
10YR5/2 砂礫層  (3cm程 度の礫を多量に含む1)
10YR6/3 粕性砂質土
2.5Y6/3 粘性砂質土

第527図 SA'013平・ 断面図 (S=-1/80)
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ζ E武糧 輻自
4 にぶい斎褐色
5 灰資褐色
6 にぶい黄褐色

' 
灰費掲色

8 にぶい黄橙色
9 にぶい黄色

掘立柱建物跡 (SA1013)

位置 LoGD 2・ δⅡ・mn8～ 10 床面積 23.5ぽ 主軸方向 N… 1が 一W

柱穴 6基 (径醐～70cm、 深さ20～ 40oll)

土層 覆土は各柱穴ごとに2～ 7層 に分かれ、

器片を含む。

桂穴間距離 最大 380caa  最小 180cm

遺物出土状況 土器片数点が出上しているが、

時期 古代 (平安時代)である。

備考 南西部分は柱穴の深さが浅いため、未検出の柱穴があると考えられる。検出できた柱穴は2聞×

2間の規模をもつ。

掘立桂建物跡 (SA1014)

位置 LocD 2,δ コ・nop12～ 13   床面積 29.lm2   主軸方向  N-13° ―W

黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では土

梁間 (420)cm 桁行 (560)cm

図示できる遺物は出上していない。
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1 黄褐色    2.「r5/3 粘性砂質土 (マ ンガンを合む。)

2 黄褐色    2.ひr5/3 粘性砂質土 (マ ンガンを少量含む。炭化物を微量含む。)

3 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘性砂質土 (砂性が強い。)

4 黄褐色    2.5Y5/4 粘性砂質土 (5 mm程度の礫を少量含む。下部にマンガンを集中して合む。)

5 黄掲色    2.5Y5/4 粘性砂質土 (粘性が強い。)

6 黄掲色    2.5Y5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを合む。にぶい黄色粘性砂質上を一部含む。)

7 黄褐色    2.5Y5/4 粘性砂質土
8 黄褐色   2.5Y5/3 粘質土
9 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

10 にぶい黄褐色 10YR5/3 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

11 責掲色    2.5Y73 粘性砂質土 (粘性が強い。)

12 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質土 (砂性が強い。)

13 褐色     10YR4/4 粘性砂質土 (やや粘性が強い。微細な焼土を微量含む。)
14 掲色     10YR4海  粘性砂質土 (やや粘性が強い。)

15 黄掲色    2.5Y5/3 粘性砂質土 (マ ンガン、土器片を含む。)

16 にぶい黄掲色 10YR5声  粘性砂質土 (炭化物を含む。マンガンを微量含む。)

17 オリーブ黄色 5Y6/3  粘性砂質土 (粘性が強い。土器片を合む。)

18 黄褐色    2.5Y5μ  砂質土  (マ ンガンを含む。)

19 オリーブ掲色 2.5Y4/3 砂質土
20 黄褐色    2.5Y5/3 粘性砂質土 (砂性が強い。上部にマンガンを含む。)

21 オリーブ褐色 2.5Y4/3 粘性砂質土 (粘性が強い。)

22 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質土 (砂性が強い。マシガン、極微量の炭化物を含む。)

23 掲色     10YR4海  粘性砂質土

L=9100m

紬 不 真: 赤
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' I   .     (   ・                   24 にぶい黄褐色 10YR73 粘性砂質土 (やや粘性が強い。)

25 黄褐色    2.5Y5μ  粘性砂質土 (1層 よリマンガンが少ない。)

26 黄掲色    2.5Y5/4 砂質土  (マ ンガンを多く含む。)

27 黄掲色    2.5Y5/3 砂質土  (26層よリマンガンが少ない。)

28 にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質土

第528図 SA1014平・断面図 (S=1/80)

柱穴 12基 (径20～ 80cm、 深さ60～ 70cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに2～ 9層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では土

器片、炭化物、焼土を含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 270cm  最小 190cm  梁間 410cm 桁行 710cm

遺物出土状況 土器片数点と石器が出上している。そのうち図示できた遺物は、EPl出上の敲石とEP2

出土の土師器杯である。
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時代 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。

備考 2間×3間の規模をもつ。南側 1間は庇部分と考えられる。

掘立柱建物跡 (SA1015)

位置 Loc.D2・ δⅡ・opq 9～ ■   床面積 40.8r   主軸方向 N78° ―E

柱穴 15基 (径40～ 80cm、 深さ50～ 70cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに5～ 13層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では土

器片、鉄器、炭化物を含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 240cm  最小 160cm  梁間 480cln  桁行 850cm

遺物出土状況 土器片数点と鉄器が出上 している。図示できる遺物は、EP l出 上の鉄片 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 一部未検出の柱穴が存在すると考えられる。 2間 ×5間の規模をもつ。

掘立柱建物跡 (SA1016)

位置 Loc,D2・ δⅡ・pqrs13    床面積 不明   主軸方向  N-7° ―W

柱穴 8基 (径40～ 90cm、 深さ25～ 70cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 5層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では土

器片、炭化物を含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 330cm  最小 170cm  梁間 不明  桁行 (1500)cm

遺物出土状況 土器片数点が出上しているが、図示できる遺物は出土 していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 遺構の東部の柱穴は調査区外のため未検出である。桁行は 7間が確認できるが、単一の建物では

ない可能性がある。
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山一Ａ

2
3

5

6

にぶ い黄 褐色

オ リー ブ褐 色

黄褐 色

責掲 色

暗 オ リー ブ掲 色

責褐 色

に ぶ い黄 褐 色

責 褐 色

責褐 色

褐 色

オ リー ブ掲 色

黄 褐色

責 褐色

にぶ い責 色

責褐 色

10YR4/3 粘性 砂 質土 (マ ンガ ン を含 む。 5mm未満 ～ 2cm程度 の

篠 を多 く含 む。)

2.5Y4/3 粘↑生砂 質土 (マ ンガ ン を含 む。)

2.5Y5/3 砂     (5 mm～ 2 cm程 度 の 礫 を全 面 に 多 く含

む。)

2.5Y5/3 粘 性 砂 質 土 (砂 質 は非 常 に強 い が秒 粒 は シル ト状

で、2mm～5cm程度 の礫 を全 面 に多 く含

む。種 微 量 の微 細 な土器 片 を含 む。)

25Y3/3 砂     (砂 粒 が粗 く、2mm～5cn程度 の礫 を全 面

に多 く含 む。)

2.5Y5/4 粘性 砂 質土 (マ ンガ ン、炭化 物 を微 量 含 む。鉄 片 を

含 む。)

10YR4/3 粘 性 砂 質 土 (マ ンガ ン、炭 化 物 を微 量 含 む。 5mm未
満 の礫 を少量含 む。 にぶ い責 色 粘性 砂

質上 を少量含 む。)

25Y5/4 粘 性 砂 質 土 (粘性 が強 い。 5cm程度 の礫 を含 む。 に

ぶ い責 色粘性 砂 質 土 を少最含 む。)

2.5Y5/4 粘性 砂 質土 (秒質 が強 い。)

10YR4/4 粘性 砂 質土 (や や粘性 が あ る。上 部 に灰 黄 色 粘 性 砂

質上 を少量含 む。下 部 は秒 性 が強 い。)

2.5Y4/3 粘性砂 質土 (秒質 が強 い。)

2.5Y5/3 粘性砂 質土 (マ ンガ ン を上 部 に含 む。土 器 粒 を含 む。

5mm未満 の標 を少量含 む。)

25Y5/3 粕性 砂 質土 (粘性 が強 い。 マ ンガ ン を含 む。下 部 に

にぶ い賛色 粘性砂 質 土 を含 む。)

2.5Y6/3 粘 質土

2.5Y5/6 粘 性砂 質土

16 オ リー ブ褐色  2.5Y4/6
17 オ リー ブ褐色  2.5Y4/4
18 責 掲 色     2.5Y5/3

19 黄 掲 色 25Y5/4

にが い黄掲 色  10YR4/3
掲色        10YR4/4
掲色      10YR4/4
にぶ い責 褐色  10YR5/4
責褐 色     2.5Y5/3

にぶ い責 色   25Y6/4
にぶ い黄褐 色  10YR5/4
黄褐 色     2.5Y5/4
オ リー ブ掲 色  2.5Y4/4
にぶ い黄掲色  10YR4/3
黄掲 色     2.5Y5/4
費掲 色     2.5Y5/3
にぶ い責褐 色  10YR4/3
責褐 色     25Y5/4
明責掲 色    2.5Y6/6
黄褐 色     10YR5/8
オ リー ブ掲 色  2.5Y4/4
オ リー ブ掲 色  2.5Y4/4
オ リー ブ褐 色  2.5Y4/6

粘性 砂 質土

粘性 砂 質土

粘性 砂 質 土 (マ ン ガ ン を微 量 含 む。 5mm未 満 の礫 を少

量 含 む。)

粘性砂 質土 (マ ンガ ン を彼 量 含 む。 1 5cm程 度 の礫 を含

む。)

粘性 砂 質土 (秒質 が強 い。)

粘性 砂 質土 (炭化 物 を含 む。)

粘性 砂 質土 (や や粘性 が あ り、炭化 物 を含 む。)

粘質 土

粘性 砂 質 土 (マ ン ガ ン を上 部 に含 む。 2cm程 度 の礫 を

含 む。)

粘′陛砂 質土 (マ ンガ ン を含 む。)

粘性 砂 質土 (粘性 がや や強 い。)

粘性 砂 質土 (粘性 が強 い。)

粘性 砂 質土 (砂質 が強 い。)

粘性 砂 質土 (マ ンガ ン を含 む。)

粘性 砂 質土 (マ ンガ ン を含 む。 2c昴程 度 の礫 を含 む。)

粘性砂 質土 (黄掲 色 粘性砂 質土 を一部含 む。)

粘性秒 質土 (粘性 がや や強 く、マ ンガ ン を微 量含 む。)

粘性砂 質土 (5mm～ 2cm程度 の礫 を少量 含 む。)

粘性 砂 質土

粘性 砂 質土 (粘性 が やや強 い。)

粘性 砂 質土 (17層 よ り粘性 が強 い。)

粘性 秒 質土 (炭化物 を含 む。)

粘性砂 質土 (粘性 の 5aい オ リー ブ褐 色粘性 砂 質 土 を一

部含 む。)
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暴薄霧議を含ど躍銃史基跳曼赫糧台む♪
鰐鶏彗どγ胎 蓼醒義に本輔色粕性
砂質とを少量含むょ)

幣が強い。どy町を暫憲?覆荒協を部分的に多(含

晴反費色   2.5Y5/2 粕性砂資土
(マンガンを含む。秦

“

物、■器粒を少量含む。)

う にぶぃ費色― 釘5Y6/3 砂質上  (マン・ガンを含むよ)
6 にぶい黄掲色 10YR5/3 砂買土  (マンガレを含む。)

:轟
踵 亨踏 、量 甦 題

p

藝自 錮蹴 纏圭 僧ンルを堪含輔
(マ ンガンを含む心炭化物を少量含む。)

11 黄猾色    2.5Y5/3. 砂質土  (粘性がやや強いよ)
12 黄褐色   2i5Y5/4 砂質土  (粘性がやや強い0

協鎚Ett a認 纏圭 (マンオンを含"裾こ基再量鱈自夕訛霧尾種惑善土1写チ雰シを魯感♯
滝楡 ,ド酵を馨母尋稗霊圭

年ンガンを含●♪

９
Ю

⑬
ｌく

♀   2P中 協 ンを全雷盤 に盤 箱 質土抄 量含ω

第5調図 SA1016平・断面図 (Sと 1/80)
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1 にぶい責掲色
2 黄掲色
3 にぶい黄褐色
4 責褐色
5 黄褐色
6 黄掲色
7 にぶい黄掲色
8 にぶい黄褐色
9 にぶい黄掲色
10 にぶい黄褐色
11 にぶい黄掲色
12 にぶい黄褐色
13 にぶい責掲色
14 にぶい黄褐色
15 にぶい黄掲色
16 灰黄褐色
17 灰黄褐色

18 にぶい責掲色
19 にぶい黄褐色
20 灰責掲色
21 黄掲色
22 責掲色
23 オリーブ褐色
24 灰責掲色
25 黄褐色
26 晴灰黄色
27 灰黄褐色
28 暗灰黄色
29 にぶい責色
30 灰黄褐色
31 にぶい責色

10YR5/3 粘性砂質土 (粘性が弱く、土器粒、マンガンを合む。)

2.5Y5海  粘性砂質土 (マ ンガンを含む。炭化物を微量含む。)

10YR5/3 粘性砂質土 (粘性が強い。土器粒を含む。炭化物を微量含む。)

2.5Y5/3 粘性砂質土 (粘性が強い。)

2.5Y5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。にぶい黄掲色粘性砂質土をブロック状に含む。)

2.5Y5/4 粘性砂質土 (粘性がやや強く、炭化物を含む。)

10YR5/3 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。灰黄褐色粘性砂質上を少量含む。)

10YR5/3 粕性砂質土 (マ ンガンを含む。)

10YR5/3 粘性砂質土 (マ ンガンを多量に含む。)

10YR4/3 粘性砂質土 (炭化物、焼上を多量に含む。)

10YR5/4 粘性砂質土
10YR5/4 粘性砂質土 (炭化物、焼土を多量に含む。)

10YR4/3 粘性砂質土 (炭化物、焼土を多量に含む。)

10YR4/4 粘性砂質土 (15層 より粒子が細かい。やや粘性が強い。)

10YR4/4 粘性砂質土 (や や粘性が強い。)

10YR4/2 粘性砂質土 (マ ンガン、土器片、土器粒を含む。)

10YR5/2 粘性砂質土 (に ぶい黄褐色粘性砂質上をモザイク状に含む。マンガンを含む。

炭化物を少量含む。)

10YR4/3 粘性砂質土
10YR5/3 粘性砂質土 (粘性が強い。)

10YR4/2 粘性砂質土 (黄掲色粕性砂質土を含む。)

2.5Y5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。灰黄掲色粘性砂質土を一部含む。)

2.5Y5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

2.5Y4/4 粘性砂質土 (下部は粘性がやや強い。)

10YR5/2 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。灰黄色粘性砂質上を含む。)

2.5Y5/3 粘性砂質土 (マ ンガン、炭化物を少量含む。)

2.5Y5/2 粘性砂質土 (マ ンガン、炭化物、2mm程度の礫を少量含む。上器片を含む。)

10YR5/2 粘性砂質土 (マ ンガンを多量に含む。)

2.5Y5/2 粘性砂質土 (下部は粘性がやや強い。)

2.5Y6/4 粘性砂質土 (浅黄色砂質上を帯状に含む。)

10YR4/2 粘性砂質土 (炭化物、焼土を含む。)

2.5Y6/4 粘性砂質土

第534図 SA1017平・断面図 (S=1/80)

掘立柱建物跡 (SA1017)

位置 Loc.D2・ δⅡ・rst12～ 13   床面積 不明 主軸方向 N10° 一W

柱穴 5基 (径 50～■5cm、 深さ60～ 70cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに8～ 12層 に分かれ、責褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では土

器片、炭化物、焼土を含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 220cm  最小 160cm  梁間 不明  桁行 (700)cm

遺物出土状況 土器片数点が出土しているが、図示できる遺物は出土 していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 遺構の東部の柱穴は調査区外のため未検出である。桁行 4間が確認できる。
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第536図 SA1019・ SA1020平 。断面図 (S=1/80)

掘立棧建物跡 (SA1018)

位置 L∝.D2,δ Ⅱ・s9～10   床面積 7.0ギ   主軸方向 N-4° ,W

桂穴 6基 (径30～ 70QIl、 深さ20～ 60cm)

土層 覆土は各柱穴どとに1～ 4層に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部|の柱穴では、

炭化物を含む。

桂穴間距離 最大 160clll  最小 120clll  梁聞 160cm  桁行 340cm

遺物出土状況 土器片数点が出土しているが、図示できる遺物は出上していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 やや不整形であるが、 1聞 X2間の規模をもつ。第2遺構面のSX2008を 切り込んで注穴が掘ら

れていることから第1遺構面としているが、出土した土器片は弥生式土器であるため、SX2008に 付属

する遺構である可能性がある。

下③⑪◎撮著≫屡
動下

ー
SA1020

て◎鸞◎τ

L=9,30m
C .C・
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掘立柱建物跡 (SA1019)

位置 Loc,D2・ δⅡ・qr 9      床面積 不明     主軸方向 N-8° ―W

柱穴 5基 (径30～ 70cm、 深さ20～ 60cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに3～ 8層 に分かれ、責褐色系の粘性砂質上を主体とする。一部の柱穴では炭

化物を含む。断面観察により柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 130cm  最小 90cm  梁間 不明  桁行 (450)cm

遺物出土状況 遺物は出土 していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 柱穴の深さが浅 く未検出のものがある。 1間 ×4間程度の規模をもつと推定される。

掘立桂建物跡 (SA1020)

位置 Loc.D2・ δⅡ・r8～ 9    床面積 不明     主軸方向 N23° ―W

柱穴 4基 (径30～ 70cm、 深さ25～ 50cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに5～ 6層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では、

λ化物を含む。断面観察により柱痕が確認できるものがある。

桂穴間距離 最大 270cm  最小 100cm  梁間 不明  桁行 (360)cm

遺物出土状況 遺物は出上 していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 柱穴の深さが浅 く未検出のものがある。 1間×3間程度の規模をもつと考えられる。

掘立桂建物跡 (SA1021)

位置 Loc.D2・ δ Ⅱ ors7～ 8    床面積 8,0♂     主軸方向 N-10° 一W

柱穴 9基 (径40～ 100cm、 深さ50～65cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに2～ 11層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。

柱穴間距離 最大 190cm  最小 120cm  梁間 190cm  桁行 420cm

遺物出土状況 遺物は出土 していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 1間 ×3間の規模をもつ。

掘立柱建物跡 (SA1022)

位置 Loc,D2・ 58Ⅱ ・tab 8～ 9   床面積  40。 9ぽ   主軸方向 N-6° 一W

柱穴 15基 (径25～ 120cm、 深さ45～ 60cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに3～ 5層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では土

器片、炭化物を含む。

桂穴間距離 最大 230cm  最小 160cm  梁間 470cm  桁行 870cm

遺物出土状況 土器片数点が出土 している。図示できる遺物は、EPl出上の甕・土師器杯、EP2出土

の上師器皿、EP3出上の須恵器蓋の 4点である。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀後半))である。
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備考 ヨヒ側の柱穴は一部削平のた|め未襟
―出である。2 FFH× 5間の規模をもつ。SA1023と 重複する。柱

穴の切り合いから先後関係はSA10第‐SA1022と なる。
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第539図 SA1022出 土土器

掘立柱建物跡 (SA1023)

位置 Loc.D2・ δ8Ⅱ ・tab 8～ 9   床面積 34.7♂   主軸方向 N-10° ―W

柱穴 10基 (径70～ 120cm、 深さ70～80cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに6～ 18層 に分かれ、黄褐色系の砂質土を主体とする。断面観察により柱痕が

確認できるものがある。

桂穴間距離 最大 260cm  最小 220cm  梁間 450cm  桁行 770cm

遺物出土状況 遺物は出上 していない。

時期 古代 (奈良時代)である。

備考 2間 ×3間の規模をもつ。SA1022と 重複する。柱穴の切 り合いから先後関係は SA1023→SA1022

となる。

掘立桂建物跡 (SA1024)

位置 Loc.D2・ εⅡ ,cd10～ 11 床面積 40。 8♂   主軸方向  N10° 一W

柱穴 13基 (径45～ 120cm、 深さ25～ 60cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに2～ 5層 に分かれ、黄褐色系の砂質土を主体 とする。一部柱穴では、炭化物

を含む。

柱穴間距離 最大 240cm  最小 180cm  梁間 600cm  桁行 680cm

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 3間 ×3間の規模をもち、南側 1間は庇部分と考えられる。SA1025と 重複する。柱穴の切 り合

いから先後関係は SA1025→SA1024と なる。南端の一列をのぞいたほぼすべての柱穴で切 り合いが見

られ、主軸方位 も直交することから、SA1025の建て替えによる遺構 と考えられる。
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20
21

22
23

25
26

黄褐色    2.5Y5/3 砂質土   (マ ンガンを含 む。)

にぶい黄褐色 10YR4/3 砂質土   (マ ンガンを含み、数cmの 礫 を含 む。)

黄褐色    2.5Y5/4 砂質土   (マ ンガンを少量含 む。)

黄褐色    25Y5/3 砂質土   (1層 より粘性が強い。)

にぶい黄色  25Y6/3 秒質土   (砂 質がやや強い。)

にぶい黄褐色 10YR5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを含み、 l cmの 礫 を少最含 む。)

黄褐色    25Y5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを含 む。)

黄褐色    25Y5/3 粘強砂質土 (マ ンガンを含 む。粒子やや細かい。)

にぶい責褐色 10YR4/3 粘性砂質土 (鉄分、マンガンを含み、硬 くしまる。)

黄褐色    25Y5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを少量含 む。粒子やや細かい。)

オリーブ褐色 25Y4/3 粘性砂質土 (粒子が細かい。)

灰黄褐色   10YR5/2 砂質土   (マ ンガンを含 む。)

オ リーブ褐色 2.5Y73 砂質土

にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土   (者 干粘性 を帯びる。)

にぶい黄褐色 lCIYR5/3 砂質土   (マ ンガンを含 む。)

にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質土   (15層 より粘性が強い。)

灰オリーブ色 5Y5/3  砂質土

にぶい責掲色 10YR4/3 秒質土   (マ ンガンを含 む。)

褐色     iOYR4/4 砂質土   (粘 性が強い。一部に灰オ リーブ粘質土 を含 む。)

オ リーブ掲色 25Y4/4 砂質土   (若 千粘性 を帯びる。)

黄掲色    25Y5/4 砂質土   (若 干粘性 を帯びる。)

黄掲色    25Y5/4 砂質土   (マ ンガンを多量に含 む。)

責掲色    25Y5/4 砂質土   (粒 子が細 かい。)

褐色     10YR4/4 砂質土

暗灰黄色   2.5V4/2 砂質土   (マ ンガンを多量に合 む。)

にがい黄褐色 10YR5/3 砂質土   (若 干粘性 を帯びる。)

SA1023平・断面図 (S=1/80)

L=9200m

第540図
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'             3 にぶい黄褐色 10YR4/3 砂質土 (2層よりも炭化物が多く、粘性が強い。)

EP7 1 皓褐色    10YR3湘 砂質土

(黄色砂質土ブロックを含み、粘性が強い。炭化物を含む。)

2 にぶい黄掲色 10YR4/3 砂質土

第542図 SA1025平・断面図 (S=1/80)

掘立柱建物跡 (SA1025)

位置 Loc.D2・ 8Ⅱ °Cd10～■   床面積 26.9『   主軸方向 N-80° 一E

柱穴 7基 (径65～ 120cm、 深さ20～ 50cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 3層 に分かれ、褐色系の砂質土を主体とする。一部柱穴では、炭化物を

含む。

柱穴間距離 最大 480cm  量小 190cm  梁間 480cm  桁行 560cm

遺物出土状況 遺物は出土 していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 削平によって未検出の柱穴がある。 1間 ×3間の規模をもつ。SA1024と 重複する。柱穴の切 り

合いから先後関係は SA1025→SA1024と なる。南端 1列 を除いたほぼすべての柱穴で切 り合いが見 ら

れ、主軸方位 も直交することから、SA1025の建て替えによる遺構が SA1024であると考えられる。
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第544図
.SA1026出

上遺物

掘立柱建物跡 (SA10261

位置
.LocD 2・

eⅡ ・cd 9～10 床面積 15.Om2   主軸方向 N‐8ず =E

桂穴 9基 (径

“

～130cm、 深き10～ 50ぬ )

土層 覆土は各柱穴ごとに1～ 2-層 に分かれ、暗褐色の砂質上を主体とする。
=部

柱欠では、上器片Ⅲ

濃化物を含む―。

構穴間距離 最大 180cm  最小 140cm  梁間 850cm 桁行 430cm

遺物出土状況 土器片が出土している。図示できる.遺物は、EP l出上の上師器蓋1点である。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀))である。

備考 削平によって未検出の注穴がある。2間 x3間の規模をもつ。

第543図 SA4026平 ,断面図
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第546図 SA1029平・断面図 lS=1/80)

6.1ぜ   主軸方向 N-81° ‐E

褐色の砂質土を主体とする。一部柱穴では、炭化物を含

梁間 210伽  桁行 290cm
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掘立桂建物跡 (SA1027)

位置 Loc,D2■ eⅡ・de 9～lo   床面積

桂穴 6基 (径20こ蝋 、深さ10～15clll)

土層 覆土は各饉穴どとに1～ 2層に分か―
瓶

む。

桂穴1間距離 最大 210cm  最小 140cm

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 1間×2間の規模をも|つ。

|。

⑬下
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0           2m
i       I

l 褐色 10YR4/4砂質土
2 掲色 10YR4/4 砂質土 (1層よりや

―
や暗く、粘性が強しIc)

断面図 (S‐ 1/80)

掘立桂建物跡 (SA1023)

位置 Loc,D2・ eⅡ ・g9～10   床面積 6.6ギ 主軸方向 N-80° 一E

柱穴 6基 (径20～ 40cm、 深さ10～40c44)

土層 覆土は各注穴ごとに1-層 に分かれ、褐色|の砂質土を主体とする。一部柱欠では、土器片、炭化物

を含む―。

柱穴間距離 最大 200cln  最小 150cln  梁間 200cm 桁行
.330cal

遺物出土状況 土器片は出上しているが、図示できる遺物は出上していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 1間×2間の規模をもつ。

掘立柱建物跡 (SA1029)

位置 LoαD 2 ・eⅡ ・gh10 床面積

桂穴 4基 (径2o～40m、 深さ10～40cm)

土層 覆土は各注穴ごとに1～ 2層 に分かれ、

柱穴問距離 最大 240cm  最小 160cm

遺物出土状況 遺物は出上していない。

時期 吉代 (平安時代)である。

備考 1聞Xl間の1規模をもつ。

一〆

―
◎

一ぼ◎
―

丁⑥
キ

第547図 SA1029平・

3.9だ   主軸方向 N-80° ―E

褐色の砂質上を主体とする。

梁間 160cln 桁行 240ctl
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1第550図 SA1031平・ 断面図 (Sと 1/80)

掘立桂建物跡 (SA1030)

位置 LoiD 2・ こ■・ef6 床面積 ″i2ぜ   1主軸1方向 N-3° ‐w
柱穴 7基 鶴 0～ 185clll、 深さ30‐50cm)

土膚 覆土は各社穴ご―とに2層 に分かな !暗褐色の砂質土を主体とする。

柱穴間距離―最大 160cm  最小 80cm  梁間 12001cm  桁行 400cm

遺物出土状況 土器片が出土している.。 図示できる.遺物は、EPユ 出上の杯蓋9まみ 1点であ―る。

時期 古代 (余長時代 (8世紀))である。

備考 西側部分は調査区外に廷びるため准穴が未検出の可能性がある.α 2間 ×3関の規模をもつと考え

ら1れる。

下店ヨ

-1943
10cm

―

―

―

第549図 SA1030B土 土器

一イ

E

EIロ

!罐
―障継綴纏剛|

第548図 SA4030平 ■断面図 (S‐ 1/801
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A´

砂質土 (炭化物少量含む。責色砂質土ブロックを多く含む。)

砂質土 (炭化物を多く含む。責色砂質土ブロックを含む。)

砂質土 (2層 よりやや暗く、粘性が強い。)

砂質土 (粘性が強い。炭イし物を多量に含む。)

砂質土 (固 くしまる。炭化物を少量含む。)

SA1032平 。断面図 (S=1/80)

1 にぶい責褐色 10YR5/4
2 暗褐色    10YR3/4
3 暗褐色    10YR3/4
4 暗褐色    10YR3/3
5 明黄掲色   10YR6/8

第551図

掘立桂建物跡 (SA1031)

位置 Loc.D2・ εⅡ・gh 5～ 6   床面積

柱穴 4基 (径70～ 140cm、 深さ35～ 50cm)

上層 覆土は各柱穴ごとに2～ 3層 に分かれ、

桂穴間距離 最大 280cm  最小 160cm

遺物出土状況 遺物は出土 していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 西端は調査区外に廷びる。 2間 ×3間程度の規模をもつと考えられる。

掘立桂建物跡 (SA1032)

位置 Loc,D2・ 8Ⅱ ・hi 5～ 6   床面積 7.3♂

柱穴 4基 (径75～ 120cm、 深さ25～45cm)

主軸方向 N-83°  E

土層 覆土は各柱穴ごとに2～ 6層 に分かれ、暗褐色の砂質土を主体とする。断面観察により柱痕が確

認できるものがある。

柱穴間距離 最大 270cm  最小 170cm  梁間 270cm  桁行 (300)cm

遺物出土状況 遺物は出土 していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 西側部分は調査区外のため柱穴が未検出である。 1間 ×3間程度の規模をもつと考えられる。

11.6♂    主軸方向 N-79° E

暗褐色の砂質土を主体とする。

梁間 340cm  桁行 (280)cm

-384-
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i獣10337・ 断面図 (S‐1/801

-38・5-



０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ａヽ

．Ｉ
ｌ
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一Ｅ
ｏ
ｔ
ｉ

蛸
劃
「

一ＩＩ

碑

さ

ュ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー
ー
ー

／

撃

途

引
囲Ａ

一

凹 Om
B

丁囲
91

1瑾子:1羅蓮翻藝il睡離と慧
哺

第553国 SA1034平・断面国 (S=1./80) 喜掲琶褐滉毛尤1縫―癬 |ユ議彗絡岳Ⅲ物を静
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第554図 SA1035平 ,断面図 lS=1-/80)

桁行 700cal

Ｉ

貯

重

掘立桂建物跡 (SA1033)

位置 L∝D2・ ●Ⅱ・晰 5～ 6 床面積 20,0ぜ   1主軸方向 N■0°
―W

柱1穴 10基 (径45～ 90cm、 1深さ15～ 85call

■膚 覆土は各柱八―ごとに-1～ 0層に分かれ、黄褐色系|の砂質土を主体とする。一部の柱穴では炭化物

を含む。

柱穴FHl距離 最大 190cm  最小 130clll  梁間 290c14

違物出土1状況 遺物はH土していない。

時期 古代 (平安時代)で―ある。

備考 東側の柱穴の深さが浅いため未検出の注穴があると考えられる.諺間×4間の規模をもつ
|。 SA1032

と重複関係にあり、注穴の切り合いから先後関係はSA1032-SA1033と なる。

掘立柱建物跡 (SA1034)

位置 Loc.D2・ ●五。お ～7    床面積 3,6ぜ

桂穴 4基 (径Ю～70cm、 深さ20～ 35clll)

主軸方向 N・ 78° ―E

1土眉 覆土
-1ま

1各柱穴ごとに1～ 8層 に分かれ、費褐色系つ砂質上を主体とする。一部の柱穴では療化物

を含む。

柱穴間距離 最大 21ocna  最小 170cm 梁間 170cal  桁行 210cm

遺物出土1状況 遺物は出土していない。

L菊.00m
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睦9.00m            ___
A                A′

賜〕懲憂圭周勁患矮g粂 駁
し守る。径8chHttmの礫合●。根石か

:し まる。径acme20cnの礫含む。根石か)

第555図 SA1036平・断面図(S事 1/80)

時期 古代 (平安時代.)である。

備考 1間 Xl間の規模をもつ。

掘立桂建物跡 (SA1035)

位置 Loc.D2・ eⅡ ・19～■   床面積 3,2ぜ   主軸方向 N-20'―W
柱穴 4基 (径55～ 60cal、 深さ20～25cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに2層 に分かれ、黄褐色の砂質上を主体とする。一部の柱穴では炭化物を含む。

柱穴間距離 最大 190clll  最小 170甑  梁間 170clll  桁行 190clll

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 l間×1間の規模をもつ。

掘立桂建物跡 (SA1036)

位置 Locつ 2・ eXii・ 蛹9´    床面積 6..5♂   主軸方向 N-5°・W
柱穴 4基 (径35～50cIIl、 深さ15～25clll)

土眉 覆土は各柱穴ごとに1～ 3層に分かれ、浅黄色の砂質土を主体とする。災化物や根石と考えられ

る礫を含み固くしまっている。
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1 灰オツープ OY5/3 砂質■ (炭化物を少量含み、粘性がやや強ぃる)

第556図 SA1037平・断面図 (S‐ 1/40)

柱穴間FE離 最大 340cll  最小 190cm  梁間 190cma  桁行 340cm

違物出土状況 遺物は出―土していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 1聞×l間の規模をよつ―。

掘立桂建物跡 (SA1037)

位置 :LocD 2,こ ■・,7  .床1面積 5.3ぜ   主軸方向 IN■ガ ‐E

柱.穴 6基 確酪5～ 60cln、 深さ15～ 35cln)

土層 覆土は1層からなり、尿オリーブ色の砂質土そ主体とする。炭化物を含.む。

柱穴聞距離 最大1 170cm  最小 140cm  梁間 140cml  桁行 320cll

遺物出上状況 ―遺物は出土していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 1間×2間の規模をもつ。

＜

Ｅ

０
〇
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＝
コ
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砂資土 (-2層 よりやや晴い3) 10撮色

第弱7図 餡 1038平・ 断面
―
図 (SF1/80)

掘立桂建物跡 (SA1033)

位置 L∝D2・ ol・ ik6～7 床面積 24,5ぜ   主軸方向 IN…76e_E

柱六 14基 (径50～■Ocln、 深さ10～65cm)

土膚 療上は各柱穴ごとに1～ 7層 11分かれ、黄褐色系の砂質土を主体とする。一部の柱穴では炭化物

を含む。断面観察により.柱角が確認できるも|の がある。

柱穴間距離 最大 200cm  最小 150clll  梁聞 360cm  桁行 680cm

還物出土状況 石器が出土.している。図示できる遺1物はEP l出1土の台石 1点である。EP lの根石と考

えられる。

卜
圏 畷 上

1 にぶい資橙色 10YR5/4
2 費褐色    10YR5/6
3糞裾色   10YR5/6
4 暗褐

=   10YR3/45 購 魯   10YR3/4

騨離 懲暮圭隅路を鰺量魯&Fく
暗る0

1辮 鮭 糧曇言!胎壱筵 輸
10YR4/4 秒質土(魔化物を少量含むよ)

-389-



第558図 SA1038出 土石器

時期 古代 (平安時代)である。

備考 削平のため柱穴が未検出の部分がある。 2間 ×4間の規模をもつ。

掘立柱建物跡 (SA1039)

位置 Loc.DE2・ αc I Ⅱ・ta20～2   床面積 29.5ぜ   主軸方向 N-90° 一E

柱穴 8基 (径40～ 60cln、 深さ15～30cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに2～ 9層 に分かれ、黄褐色系の砂質土を主体とする。一部の柱穴には炭化物

を含む。断面観察により柱痕が確認できるものがある。

桂穴間距離 最大 440cm  最小 190cm  梁間 440cm  桁行 670cm

遺物出土状況 土器片が出土 している。図示できる遺物は2点で、EP l出上の上師器杯 1点 とEP2出

土の管状土錘 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 1間 X3間の規模をもつ。

―- 390 -―
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10YR5/3 砂質±    12 にぶい黄掲色
10YR4/4 粘質±    13 責掲色
10YR5/6 粘性砂質±  14 責褐色
10YR5/4 砂質±    15 にぶい黄掲色
10YR73 秒質±    16 にぶい黄掲色
10YR73 粘性砂質±  17 暗掲色
10YR3/4 粕質±    18 にぶい黄掲色
10YR3/6 砂質±    19 にぶい黄褐色
10YR5/3 粘性砂質±  20 暗掲色
10YR5/6 粘質±    21 オリーブ褐色
10YR6/6 粕性砂質±  22 にぶい黄掲色

第559図 SA1039平・断面図

τ 画  鈍

にぶい責掲色
帽色
責掲色
にぶい黄褐色
にぶい黄褐色
にぶい黄褐色
晴掲色
にぶい黄褐色
にぶい責掲色
黄褐色
明黄掲色

49

第560図 SA1039出 土土器

10YR5/3 粘質土
10YR5/8 1少質土
10YR5/6 砂質土
10YR5/4 粘性砂質土
10YR5/4 粘質土
10YR3/3 粘質土
10YR4/3 粘質土
10YR6/3 砂質土
10YR3/3 粘質土
2.5Y4/3 粘性砂質土 (炭化物を含む。)

10YR6/4 砂質土

(S=1/80)

-9-
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1 にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質±    9 褐色     7.SY4/3 粕性砂質土
2 暗褐色    10VR3/4 粘性砂質±  10 オリーブ褐色 2.5Y4/3 粘質土
3 にぶい黄褐色 10YR73 粘質±    11 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘質土
4 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘質±    12 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質土
5 にぶい黄褐色 2.5Y6/4 粘質±    13 掲色     10YR74 粘質土
6 褐色     10YR4/4 粘性砂質±  14 にぶい黄掲色 10YR5/3 粘質土
7 掲色     10Yn4/6 粕質±    15 黄掲色    2.5Y5/4 粕樽砂質上
8 黄褐色    10YR5/8 描性砂質土

第561図 SA1040平・断面図 (S=1/80)

掘立柱建物跡 (SA1040)

位置 LocDE 2・ ∝ I・ ta19   床面積 12.2m2   主軸方向 N-85° ―E

柱穴 7基 (径35～ 70cm、 深さ20～ 25cm)

上層 覆土は各柱穴ごとに5～.8層 に分かれ、黄褐色系の砂質土を主体とする。断面観察により柱痕を

確認で―きるものがある。

柱穴間距離 最大 170cm  最小 140cm  梁聞 320cm  桁行 380cm

.遺物出土状況 遺物は出上していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 一部に未検出の柱穴がある.と 考えられる。 1間 ×3間程度の規模をもつと考えられる。SA1041

と重複する。柱穴の切 り合いから先後関係はSA1041→SA1040と なる。ほぼ同規模で、重複する柱穴

も多いことからSA1041の建て替えに伴う遺構であると考えられる。

ィ
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10YR4/4 *占 質
=と
              9 にぶい責褐色  10YR5/3 粘↑生砂質土

10YR5/3 粘質
=上
              10 1こ らミぃ責褐色  10YR5/4 砂質土

10YR6/6 砂質ニヒ               11 褐色       10YR4/6 粘↑生砂質土
10YR5/4 粘↑生砂質±           12 オリーーブ褐色  2.5Y4/4 粘1生砂買土
10YR5/2 粘↑生砂質±            13 `こ ぶい責掲色  10YR5/4 粘質土
10YR5/4 粘性砂質土 (砂質が強い。) 14 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘質土
10YR4/3 粕性砂質±        15 責褐色    2.5Y5/4 粘質土
10YR4/2 粘性砂質±        16 オリーブ褐色 2.5Y4/6 粕性砂質土

第562図 SA1041平・断面図 (S=1/80)

掘立桂建物跡 (SA1041)

位置  Loc.DE2・ ∝ I ・ta19 床面積 12.9♂ 主軸方向 N80° ―E

桂穴 6基 (径30～ 60cm、 深さ10～30cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに2～ 10層 に分かれ、責褐色系の粘性砂質土を主体 とする。断面観察により柱

痕を確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 180cm  最小 100cm

遺物出土状況 遺物は出上していない。

時期 古代 (平安時代)である。

梁間 (300)cm  桁行 (430)cm

備考 削平のため一部未検出の柱穴がある。 2間 ×4間程度の規模をもつと考えられる。SA1040と 重

複する。柱穴の切 り合いから先後関係は SAl髄 1→SA1040と なる。

掘立桂建物跡 (SA1042)

位置 Loc.E2・ α I・ ab18～20   床面積

柱穴 8基 (径50～ 80cm、 深さ20～30cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに7～ 10層 に分かれ、

確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 410cm  最小 120cm  梁間 410cm   桁行 500cm

遺物出土状況 遺物は出土していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 1間 X3間の規模をもつ。SA1043、 SA1044と 重複する。柱穴の切 り合いから、先後関係は SA

1 掲 色

2 に ぶ い 責 掲 色

3 明 責 褐 色

4 に ぶ い 責 褐 色

5 灰 責 掲 色

6 に ぶ い 責 褐 色

7 に ぶ い 黄 褐 色

8 灰 黄 掲 色

0           2m
i           I

20。 1♂   主軸方向 N-82° E

責褐色系の粘質土を主体とする。断面観察により柱痕を

235A′
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1 にぶ|い黄掲色 10YR5/4
2 オリ          

粘質土

3 黄掲色 
褐色 2,5Y73                 3 

オ !

粘質土
色      2.5Y5/4                          4 

整堪

~ブ掲色 2.5Y4/3

4 オリ          
粘質土

―プ掲色 2.5Y4/4                      5 
暗帽

色     2.5Y5/4

5 掲色          
粘質土

6にか  ЮYMお      朽に塚
色 ЮYR3/4

い黄掲色 ЮYR73      7褐
ど

い黄褐色 げ R5/3

8に 和   
ЮY剛れ       

穂 籐   
伸YMμ

粘性砂質土

9に ぶ状喜
掲色 10YR5/4          9に

ぎ
い黄掲色 10YRν 3

砂質土

10にぶ状喜
掲色10YR4/3 粘性砂質土 (粒子ガ      0 

責増

い黄掲色 10YR5/4

い黄褐色 10YR4/3        
細かい。)劉  掲雹

色   loYR5/6

11 掲色         
粘質土

12鰭掲1   0YR4れ
          2オ 予   10YR4/6
粘質土

色     10YR3/4                      3 
に思

~ブ掲色  2.5Y4/6

粘質土               
いゞ黄褐色 10YR5/3

第563図 SA1042平・断面図 (S=1/80)

1042→SA1043と なる。SA1044は柱穴の切 り合い関係がなく不明である。

粘性砂質土
粘性砂質土

粘性砂質土
粘質土

粘質土
砂質土

粘性砂質土
砂質土

砂質土
粘質土

粘性砂質土

(粒子が細かい。)

掘立柱建物跡 (SA1043)

位置  Loc.E2・ α I・ ab18～20 床面積 ll。 4♂   主軸方向 N-85° 一E

柱穴 8基 (径45～ 80cm、 深さ20～35cm)

上層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 10層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体 とする。断面観察により柱

痕を確認できるものがある。

桂穴間距離 最大 300clll  最小 130cm  梁間 250cm

遺物出土状況 遺物は出土していない。

桁行 450cln

時期 古代 (平安時代)である。

備考 1間×3間の規模をもつ。SA1042、 SA1044と 重複する。柱穴の切 り合いから先後関係は SA1042→

SA1043と なる。SA1044は柱穴の切 り合い関係がなく不明である。
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1 褐色
2 にぶい黄掲色
3 黄褐色
4 にぶい黄掲色
5 にぶい費褐色
6 にぶぃ黄褐色
7 にぶい黄褐色
8 オリーブ掲色
9 費褐色
10 黄掲色
11 暗褐色
12 暗掲色
13 オリーブ掲色

粘性砂質土
粘性砂質土
粘性砂質土 (粒子が細かい。)

粕性砂買土
箱性砂質土 (炭化物を含む。)

粘性砂質土
砂質土  (炭化物を含む。)
砂質土  (炭化物を含む。)
粘性砂質上
粘性砂質土
粘質土
粘質土

I        I

10YR4/4 粘質±           14 オリーブ掲色 2.5Y4/3
10YR5/3 砂質±           15 にぶい黄褐色 10YRも /3

10YR5/6 砂質±           16 にぶい黄掲色 10YR5/3
10YR4/3 粘性砂質±         17 暗褐色    10YR3/4
10YR73 粘質±           18 にぶい黄掲色 10YR4/3
10YR5/4 粘性砂質±         19 黄褐色    10YR5/6
10YR5/3 粘質±           20 褐色     10YR4/4
2.5Y4/4 粘質±           21 にぶい責掲色 10YR5/4
2,5Y5/4 粘質±           22 掲色     10YR4/6
2.5V5/3 粘質±           23 責褐色    2.5Y5/6
10YR3/4 粘質±           24 オリーブ掲色 2.5Y4/6
10YR3/3 粘性砂質土 (炭化物を含む。)25 贈掲色    10YR3/3
2,5Y4/3 粘質土

第564図 SA1043平 。断面図 (S=1/80)

掘立柱建物跡 (SA1044)

位置 LocE2・ α I・ ab19 床面積 10。 2ぽ   主軸方向 N-5° W
桂穴 6基 (径40～ 60cm、 深さ25～ 30clll)

土層 覆土は各柱穴ご―とに1～ 10層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質上を主体とする。一部の柱穴では炭

化物を含む。断面観察により柱痕を確認できるものがある.。

桂穴間距離 最大 290cm  最小 120硼  梁間 290clll  桁行 350cm

遺物出土状況 土器片が出上し.て いる。図示できる遺物は2点で、EP l・ EP2か らそれぞれ須恵器杯

が1点出上している。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 柱穴の深さが浅く、未検出の注穴が存在する可能性がある。1間×2間の規模をもつ。SA1042、

SA1043と 重複するが、柱穴の切り合い関係菊ゞなく、先後関係は不明である。
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1

2
3

4
5
6
7

9
9
10
11

12

にぶい黄掲色 10VR5/3
掲色     10YR4/4
掲色       10YR4/6
にぶい責褐色 10YR5/4

:ξ慮 魯 1駆
オリーブ褐色 215Y4/3
オリーブ褐色 2,5Y4/4
灰黄褐色   10YR4/2
にぶぃ黄褐色 10YR73
にぶい黄褐色  10YR5/3

412~冨 =

陣ゴ勒幹
"捨 をと:嚢言絡

轄憂主     括彊黒ぃ黄褐色穂¥離先
粘質■           19 黄掲色    2.5Y5/3
雅性砂質土         ?0 にがい責掲色 10YR4/3
粘質±           21 掲色-     10YR5/6
粘質±            22 オリーブ掲色 2.5Y4/4
粘性砂質上         23 オリープ掲色 2.5Y4/6
粘質±           24 費掲色    2.5Y5/6

第565図 SA1044平・断面図 (S=1/80)

粕質土
粘性紗質上
粘質土
粘質土  (炭 fと物を含むe)

粘性砂質上
砂質土
砂質土
粕性砂軍土 (炭化物 を合む。,
粘性砂質土 (炭花物 を含む。)
粘性砂質土
粕性砂質土
粘質土

―

く

｀
iiiiiili::::::::::::::::::|::::::::::::::::i:i::lillllイ

||!

0

第566図 SA1044出 土土器

掘立桂建物跡 (SA1045)

位置 LooE2・ α I ocd18～ 19 床面積 26.6♂ 主軸方向 N‐ 10° ―W

桂穴 ll基 (径40～ 120cm、 深さ15～50cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに1～■層に分かれ、黄褐色系の粘質土を主体とする。1断面観祭により柱痕―を
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1 暗褐色    10YR3/3 粘質土   (し まりがある。) 12 黄褐色
2 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘性砂質±         13 黄掲色
3 黄褐色    2.5Y4/3 粘性砂質±         14 黄褐色
4 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘性砂質±         15 暗掲色
5 褐色     10YR4/4 粘性砂質±         16 褐色
6 灰黄掲色   10YR4/2 粘質と           17 オリーブ掲色
7 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘質±           18 にぶい黄掲色
8 褐色     10YR4/4 格質■           19 オリーブ掲色
9 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘質±           20 オリーブ褐色
10 責褐色    2.5Y5/3 粘性砂質±         21 掲色
11 黄褐色    10YR5/6 粘性砂質土

第567図 SA1045平・断面図 (S=1/80)

2.5Y5/4 粘質土
2.5Y5/4 粘性砂質土
10YR5/6 粘質土
10YR3/4 粘質土
10YR4/6 粘質土
2.5Y4/4 粘質土
10YR5/8 粘質土
2.5Y4/4 砂質土
2.5Y4/3 粘質土
7.5YR4/3 粘質土
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第568図 SA1045出 土土器
10cm

0               5cm

第569図 SA1045出 土鉄器

確認できるものがある。

桂穴間距離 最大 390cm  最小 ■Ocm  梁間 350cm  桁行 760cm

遺物出土状況 土器片、鉄器が出土 している。図示できる遺物は土器 3点 と鉄器 1点で、EP l～ EP3

からそれぞれ土師器杯 1点が出土している。EP3か ら鉄片 1点が出上している。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 一部未検出の柱穴が存在する可能性がある。 1間 ×5間の規模をもつ。SA1046、 SA1047、 SA

1050と 重複する。柱穴の切 り合いから先後関係は SA1047、 SA1050→SAl髄5→SA1046と なる。SA1047

とSA1050は柱穴の切 り合いがなく先後関係は不明である。

掘立柱建物跡 (SA1046)

位置 Loc.E2,α I ocd18～ 19   床面積 12.9ぽ    主軸方向 N-6° ―W

柱穴 9基 (径35～ 80cm、 深さ25～45cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに2～ 10層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体 とする。柱穴の一部には炭

化物を含む。断面観察により柱痕が確認できるものがある。

桂穴間距離 最大 290clll  最小 80cm  梁間 230cm  桁行 560cm

遺物出土状況 土器片が出上 している。図示できる遺物は3点で、EPlか ら管状土錘 1点、EP2か ら

須恵器甕 1点 と管状土錘 1点が出土 している。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 一部未検出の柱穴が存在する可能性がある。 1間 ×4間の規模をもつと考えられる。SA1045と

重複する。柱穴の切 り合いから先後関係は SA1045→SA1046と なる。

Ｄ
Ｏ
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にぶい黄褐色 10YR4/3 粘質±           13 オリーブ掲色 2.5Y4/3 粘性砂質上
掲色     10YR4/4 粘性砂質±         14 にぶい黄掲色 10YR5/3 粘質土

黄掲色    10YR5/6 粘質±           15 掲色     10YR4/4 粘質土
にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質±         16 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘質土

暗褐色    10YR3/4 粕質±           17 黄褐色    2.5Y5/3 粘性砂質土
オリーブ掲色 2.5Y4/4 粘性砂質±         18 にぶい黄掲色 10YR6/4 粘質土

黄掲色    2.5Y5/4 粘質±           19 掲色     10YR4/4 粘質土   (炭化物を含む。)

掲色     10YR4/6 粘性砂質土 (し まりがある。)20 にぶい黄掲色 10YR5/3 粘性砂質土 (炭化物を含む。)

にぶい黄褐色 10YR5/3 粘性砂質±         21 掲色     10YR4/6 粘質土

黄掲色    2.5Y5/4 粘性砂質上         22 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質土 (浸化物を含む。)

オリーブ掲色 2.5Y4/6 粘性砂質±         23 オリーブ掲色 2.5Y4/4 粕性砂質土 (炭化物を含む。)

にぶい責掲色 10YR4/3 粘性砂質土

第570図 SA1046平・断面図 (S=1/80)

6

第571図 SA1046出 土土器
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掘立柱建物跡 (SA1047)

位置 Loc.E2・ α I・ cd19～20   床面積 14.2♂    主軸方向 N-85° 一E

桂穴 16基 (径20～ 100cm、 深さ10～ 100cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 12層 に分かれ、黄褐色系の粘質土を主体とする。柱穴の一部には炭化物

を含む。断面観察により柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 210cm  最小 40cm  梁間 400cm  桁行 400cm

遺物出土状況 土器片が出土している。実測できる遺物は EP l出 上の上師器甕 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 一部未検出の柱穴が存在する可能性がある。2間 ×5間の規模をもつと考えられる。SA1045、 SA

1048と 重複する。柱穴の切 り合いから先後関係は、SA1048→SA1047→SA1045と なる。

掘立桂建物跡 (SA1048)

位置 Loc.E2・ α I ocd19～ 20   床面積 9,2♂    主軸方向 N85° ―E

柱穴 6基 (径30～ 55cm、 深さ20～40cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 10層 に分かれ、褐色系の粘質土を主体 とする。断面観察により柱痕が確

認できるものがある。

桂穴間距離 最大  300cm  最小  140cm   梁間  300cm   桁行  360cm

遺物出土状況 土器片が出土 している。実測できる遺物は 3点で、EP lか ら黒色土器椀 1点、EP 2か

ら土師器杯 2点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。

備考 1間×2間の規模をもつ。SA1047、 SA1051と 重複する。柱穴の切 り合いから先後関係は SAl髄8

→SA1047と なる。SA1051は柱穴の切 り合いがなく先後関係は不明である。

掘立柱建物跡 (SA1049)

位置 Loc,E2・ α I・ de17～18   床面積 21.7♂   主軸方向 N6° ―W

柱穴 8基 (径30～ 80cm、 深さ10～ 35cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 8層 に分かれ、褐色系の粘質土を主体とする。一部柱穴では炭化物を含

む。

柱穴間距離 最大 360cm  最小 180cm  梁問 360cm  桁行 590cm

遺物出土状況 土器片と鉄器が出土 している。図示できる遺物は 3点で、土器が EP2出上の須恵器蓋

2点、鉄器が EP l出 上の釘 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。

備考 1間×3間の規模をもつ。SA1050と 重複する。柱穴の切 り合いから先後関係は SAl髄9→SA1050

となる。
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上
①

下⑥

1 にぶい責掲色 10YR5/3 粘性砂質土 (し まりがある。) 9 オリーブ褐色 2.5Y4/3 粘性砂質土
2 暗掲色    10YR3/3 粘性砂質土 (し まりがある。) 10 にぶい責褐色 10YR6/3 粘質土
3 掲色     10YR4/4 粘質土   (し まりがある。) 11 掲色     7.5Y4/3 粘性砂質土
4 掲色     10YR4/6 砂質±           12 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘質土
5 にぶい責褐色 10YR5/4 砂質±           13 黄褐色    2.5Y5/6 砂質土
6 にぶい黄掲色 10YR5/3 粘質±           14 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘質土   (し まりがある。)

7 褐色     10YR4/4 粘質±           15 暗褐色    loYR3/4 粘質土
8 黄褐色    2.5Y5/4 粘質±           16 掲色     10YR4/4 粘惟砂質土

第574図 SA1048平・断面図 (S=1/80)
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オリーブ掲色
褐色
掲色
にぶい黄掲色
灰責褐色
暗褐色
掲色
褐色
にぶい黄掲色
にぶい責掲色

2.5Y74 粘質土
10YR4/4 粘質土  (し まりがあるよ)

10YR74砂質土
10YR5/3粘性砂質土
10YR6/2砂質土
10YR3/3 粘性砂質土
10YR4/4 粘質土
10YR76 粘性砂質土
10YR5/4 1粘 桂砂質土
10YR5/3 粘質土

第576図 SA1049平・

11 オリーブ褐色 2.5Y4/6
12 にぶい黄掲色 10YR5/4
13 黄掲色    2.5Y5/4
14 オリーブ褐色 2.5Y4/4
15 オリーブ褐色 2.5Y4/3
16 になぃ費褐色 10YR4/3
17 暗掲色    10YR3/3
18褐色    10YR4/4
19 灰黄掲色   10YR4/2
20 にぶい費掲色 10YR73

断面図 (S-1/80)

粕性砂質土 (炭化物を合む。)

粘質土
粘質土
粕性砂質土
粕性砂質土

粘質土
お質土  (し まりがある。)

粘性砂質土
粘質土
柏性頒 土

0

第577図 SA1049出土土器
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掘立柱建物跡 (SA1050)

位置 Loc.E2・ α I・ def18～19    床面積 37。 2ぜ   主軸方向 N-6° ―W

柱穴 10基 (径50～ 110cm、 深さ30～45cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに5～ 12層 に分かれ、黄褐色系の粘質土を主体とする。一部柱穴ではλ化物を

含む。断面観察により柱痕が確認できるものがある。

桂穴間距離 最大 280cm  最小 200cm  梁間 510cm  桁行 730cm

遺物出土状況 土器片が出上 している。図示できる遺物は2点で、EP l出 上の電 1点 とEP2出上の上

師器皿 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。

備考 2間 ×3間の規模をもつ。SA1045、 SA1049、 SA1059と 重複する。柱穴の切 り合いから先後関

係はSA1049→SA1050→ SA1045、 SA1050→ SA1059と なる。

掘立柱建物跡 (SA1051)

位置 Loc.E2・ α I Ⅱ ocd20～ 1   床面積 21.8ギ   主軸方向 N-85° ―E

柱穴 12基 (径30～ 80cm、 深さ20～40cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 11層 に分かれ、黄掲色系の粘質土を主体 とする。一部の柱穴では炭化物

を含む。断面観察により柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 240cm  最小 120cm  梁間 340cm  桁行 (640)cm

遺物出土状況 土器数点が出上 している。図示できる遺物は 9点で、EPlか ら篭片 1点、EP2か ら須

恵器杯 1点、EP3か ら土師器杯 1点、EP4か ら奏・甑・蓋 。杯・皿の 6点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。

備考 削平によリー部未検出の柱穴がある。 2間×4間の規模をもつ。SA1048と 重複するが、柱穴の

切 り合いがなく先後関係は不明である。

掘立柱建物跡 (SA1052)

位置 Loc,E2・ αIⅡ ・de20～1   床面積 28.4♂   主軸方向  N-83° ―E

柱穴 12基 (径40～ 80cm、 深さ25～40cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに8～ 10層 に分かれ、黄褐色系の粘質上を主体 とする。断面観察により柱痕が

確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 260cm  最小 ■Ocm  梁間 450cln  桁行 (600)cm

遺物出土状況 図示できる遺物は、EP l出上の鉄片 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 東測端部は調査区外に延びる可能性がある。検出できた範囲では2間 ×4間 の規模 をもつ。

SA1053、 SA1054、 SA1059と 重複する。柱穴の切 り合いから先後関係はSA1052→SA1059と なる。SA

1053、 SA1054と は柱穴の切 り合いがなく先後関係は不明である。
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第581図 SA1051出 土土器

掘立柱建物跡 (SA1053)

位置 Loc.E2・ α IⅡ ・ef20～ 1   床面積

柱穴 12基 (径60～ 90cm、 深さ30～ 50cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに6～■層に分かれ、

28.9♂   主軸方向 N83° 一E

褐色系の粘質上を主体とする。一部の柱穴では炭化物を
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1 にぶい黄掲色 10YR73 粘性砂質土 (炭化物を含む。) 16 オリーブ褐色 2.5Y4/3 粘質土   (し まりがある。)

2 褐色     10YR4/4 粘質±           17 灰責掲色   10YR4/2 粘質土
3 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質±         18 晴灰黄色   2.5Y4/2 粘性砂質土
4 オリーブ褐色 2.5Y4/3 粘質±           19 にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質土
5 オリーブ掲色 2,5Y4/4 粘質±           20 オリーブ掲色 2.5Y4/3 粘性砂質土 (し まりがある。)

6 暗褐色    10YR3/4 粘質±           21 暗褐色    10YR3/3 粘質土
7 掲色     7.5YR4/4 粘質土   (し まりがある。) 22 掲色     loYR4/6 粘質土   (し まりがある。)

8 褐色     10YR4/4 粘性砂質土 (し まりがある。) 23 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘質土   (し まりがない。)

9 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘質土   (し まりがある。) 24 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘性砂質土
10 灰黄褐色   10YR5/2 粘質±           25 掲色     10YR4/6 粘性砂質土
11 にぶい責掲色 10YR5/4 粘質±           26 黄掲色    2.5Y5/6 砂質土
12 にぶい責掲色 10YR4/3 粘質±           27 オリーブ掲色 2.5Y4/6 粘性砂質土
13 にぶい責褐色 10YR5/2 粘性砂質±         28 黄掲色    2.5Y5/3 粘質土
14 褐色     7.5YR4/3 粘質土   (し まりがある。) 29 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘1生砂質土 (し まりがある。)

15 にぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土   (し まりがある。)

第582図 SA1051平・断面図 (S=1/80)

ご 9
口

|

含む。断面観察により柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 140cm  最小 500cm  梁間 500cm 桁行 (590)cm

遺物出土状況 遺物は出上 していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 東側端部は調査区外 に延びる可能性がある。検出された柱穴は 2間 ×3間 の規模 をもつ。

SA1052、 SA1054、 SA1055、 SA1059と 重複する。柱穴の切 り合いから先後関係は、SA1054→SA1055→

SA1053と なる。SA1052、 SA1059と は柱穴の切 り合いがなく先後関係は不明である。
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粘質土   (し まりがある。)10 にぶい責掲色 10YR5/3
砂質±           11 にぶい黄掲色 10YR5/4
粘性砂質±         12 褐色     10YR4/4
粘性砂質±         13 オリーブ掲色 2.5Y4/4
粘質土   (し まりがある。)14 オリーブ褐色 2.5Y4/3
粘質土   (し まりがある。)15 にぶい黄掲色 10YR5/3
粘質土   (し まりがある。)16 オリーブ掲色 2.5Y4/3
粘質土  (し まりがある。)17 にぶい黄掲色 10YR4/3
粘質土   (し まりがある。)18 にぶい黄橙色 10YR6/4

第585図 SA1053平・断面図 (S=1/80)

粘質土

粘質土

粘性砂質土

粘質土
粘質土

砂質土

砂質土

粘性砂質土

砂質土

(し まりがある。)

(し まりがある。)

了魁

1  1こ ハミぃ黄掲色 10YR4/3
2 にぶい責褐色 10YR5/4
3 黄掲色    10YR5/6
4 褐色     10YR4/6
5 4局てヨ       10YR4/4
6 暗褐色     10YR3/3
7 暗掲色    10YR3/4
8 にぶい黄掲色 10YR5/3
9 黒掲色    10YR3/2

(し まりがある。)

掘立柱建物跡 (SA1054)

位置  Loc.E2・ α IⅡ  ef20～ 1 床面積 14.6♂    主軸方向 N81° ―E

柱穴 8基 (径40～ 90cm、 深さ25～ 50cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに5～ 10層 に分かれ、黄褐色系の粘質土を主体とする。断面観察により柱痕が

確認できるものがある。

桂穴間距離 最大 300cm 最小 130cm  梁間 300cm  桁行 (470)cm

遺物出土状況 土器数点が出土している。図示できる遺物はEPl出土の土師器杯 1点、土師器高杯1点

である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。

備考 東側端部は調査区外に延びる可能性がある。柱穴が検出できた範囲では2間 ×3間の規模をもつ。
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掘立柱建物跡 (SA1055)

位置 LocoE2・ α I Ⅱ of20～ 1   床面積 14.4ぜ    主軸方向 N-83° ―E

柱穴 8基 (径50～ 90cm、 深さ20～ 55cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに7～ 12層 に分かれ、黄褐色系の粘質土を主体 とする。断面観察により柱痕が

確認できるものがある。

桂穴間距離 最大 280cm  最小 140cm  梁間 230cm  桁行 (380)cm

遺物出土状況 図示できる遺物はEP l出上の管状土錘 2点 と土師器椀 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 東側端部は調査区外に延びる可能性がある。検出された柱穴は 2間 ×2間の規模をもつ。南側 1

間は庇部分 と考えられる。SA1053、 SA1054と 重複する。柱穴の切 り合いから先後関係は、SA1054→

SA1055→SA1053と なる。

掘立柱建物跡 (SA1056)

位置 Loc.E2・ α IⅡ ・fg19～ 1   床面積 20。 4♂   主軸方向 N-83° ―E

柱穴 12基 (径30～ 60cm、 深さ25～35cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 10層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体 とする。断面観察により柱

痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 220cm  最小 80cm  梁間 340cm  桁行 600cm

遺物出土状況 図示できる遺物は EP l出 上の上師器皿 1点、須恵器奏 1点、EP2出土の須恵器蓋 1点

の 3点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀後半))である。

備考 2間 ×3間の規模をもつ。南側 1間は庇部分 と考えられる。SA1057と 重複する。柱穴の切 り合

いから先後関係は、SA1056→SA1057と なる。

掘立柱建物跡 (SA1057)

位置 Loc.E2 α l fg19～ 20    床面積 17.6ぽ    主軸方向 N-83° ―E

桂穴 6基 (径40～ 70cm、 深さ20～40cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに6～ 9層 に分かれ、黄褐色系の粘質土を主体とする。断面観察により柱痕が

確認できるものがある。

桂穴間距離 最大 240cm  最小 170cm  梁間 420cm  桁行 (420)cm

遺物出土状況 図示できる遺物は、EP l出上の土師器皿 1点、EP2出上の上師器杯 2点、EP3出上の

鉄片 2点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。

備考 北端は調査区外に延びるため未検出である。検出できた柱穴は2間 X2間の規模をもつ。SA1056

と重複する。柱穴の切 り合いから先後関係は、SA1056→SA1057と なる。
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暗掲色    10YR3/3 粘性砂質±  9 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘質土
にぶい黄掲色 10YR4/3 砂質±    10 褐色     10YR4/6 砂質土
褐色     10YR4/4 砂質±    11 オリーブ褐色 2.5Y4/3 粘質土
掲色     10YR4/4 粘性砂質±  12 オリーブ掲色 2.5Y4/4 粘性砂質上
にぶい黄掲色 10YR4/3 粘性砂質±  13 オリーブ掲色 2.5Y4/4 粘質土
にぶい黄褐色 10YR5/3 粘性砂質±  14 褐色     10YR4/6 粘性砂質土
灰責掲色   10YR4/2 粘性砂質±  15 褐色     10YR4/6 粘質土
オリーブ褐色 2.5Y4/3 粘性秒質±  16 褐色     10YR4/4 粘質土

第595図 SA1058平・断面図 (S=1/80)

1987

~蒻
988

20cm

第596図 SA1058出 土土器

掘立柱建物跡 (SA1058)

位置 Loc.E2。 α I・ g18   床面積 5。 4♂   主軸方向 N-5° 一W

桂穴 6基 (径40～ 60cm、 深さ15～30cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに4～ 7層 に分かれ、褐色系の粘性砂質土を主体とする。断面観察により柱痕

が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 190cm  最小 130cm  梁間 200cm  桁行 270cm

遺物出土状況 図示できる遺物は、EP l出土の上師器奏 1点 と土師器皿 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。

備考 1間×2間の規模をもつ。
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3598図 SA1059出土土器

掘立桂建物跡 CSA405働

位置■勇劇磁・ol・ def19-20  床面積 21,9♂   主軸方向 IN=9'

柱穴 7基 (径40～ 60cm、 深き10～30ぬ )

土層 覆土は各柱穴ごとに8～ 18層に1分かれ、黄褐色系の粘質上を主体とする。

含む。断面観察により柱痕が確認できるものがある。

=w

一部柱穴では炭牝肋を
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掘立柱建物赫 lSA40601

位置 1挽耐力・ α11・ 19-20   床面積

極穴 0基.(径40-80cna、 深さ50～80cmJ

土層 覆上は各棧穴ごとに4～ 7層に分か瓶

物を含む。

桂穴間距離 最大 360cm  最小. 180clxl

遺物出土状況 遺物は出土していない。

n難 縄胸鰺魏聯観鮒「鱒
'

4599図  SA1060平 |―i断面図 (S=-1/80)

柱穴間距離 1最大1 370cm  最小 140cm  梁聞 340cm  構行 6C10cm

l遺物Ц土状況 図示でき―る遇物は、EPl占上の
1管
状土錘ぬまEP2出土の鉢、EP3出土の上師器皿である。

時期 1吉代 (平安時代 (1餌財け)である。

備考 柱末の深さが浅く、未捺出|の注穴が存在すると考えられるα ll間ズB間の規模をもつ。sA1050h

SA.1052、 SA10調と重複する。注えの切り合いから先1後関係は、SA1050-SA10∞、SA1052→獣 1059

となる。SA1053は桂穴の切り合いがなく先後関係1ま不明で'あ る。

9.2ぜ 主軸方向 N■誘
°一E

費褐色系の濡性砂質上を主体と―する。一部柱穴で'は炭北

梁蘭 1220cml 桁行 470cln

時期 舌代 (平安時代)である。

備考 1間 |× 21間の規模をもつ.。 やや不整形であ―るたり、未検出の注大が存在する可能性がある。
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②竪穴住居跡

竪穴住居跡 (SB1001)                       
ど

位置 Loc.DE2・ 醒 Ⅱ・ta18～ 20   平面形 方形   床面積 18.O�

土層 覆土は黄褐色系の粘質土を主体 とし、13層 からなる。柱穴内は黄褐色系の粘質土を主体 とし、わ

ずかに炭化物を含む。

主桂穴 5基 (径30～ 40cm、 深さ10～25cm)

施設 主柱穴以外に柱穴 3基、土坑 1基、北西辺に張 り出し部炉跡 不明

(100× 40cm)を 有する。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は土師器蓋 1点である。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀))である。

竪穴住居跡 (SB1002)

位置 Loc.E2・ α I・ ab20      平面形 方形   床面積 5。 1♂

土層 覆土は黄褐色系の粘質土を主体とし、16層 からなる。柱穴内はオリーブ褐色粘質± 1層 である。

主桂穴 2基 (径20～ 30cm、 深さ10～ 15cm)

施設 主柱穴以外に土坑 1基を有する。炉跡 不明

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は土師器奏 。杯・須恵器杯・管状土錘・

紡錘草など10点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。

Э先後関係は遺構の切 り合いから、SB1003→ SB1002と なる。備考 SB1003と 重複する(

竪穴住居跡 (SB1003)                        ,

位置 Loc.E2・ αIⅡ ・ab20～ 1   平面形 方形   床面積 14.0∬

土層 覆土は黄褐色系の粘質土を主体とし、17層 からなる。柱穴内はにぶい黄褐色粘質± 1層 である。

主柱穴 2基 (径 15～ 30cm、 深さ5～ 10cm)

施設 主柱穴以外に柱穴 2基、土坑 4基有する。炉跡  不明

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、土師器杯 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。

備考 SB1002、 SB1004と 重複する。先後関係は遺構の切 り合いから、SB1004→ SB1003→ SB1002と な

る。

-418-



呻 やOm
e

卜890m
D  げσ

ｎ
一ビ］一Ｅ

Ｔ
ｍ

呻一＝

1 にぶじ|ヽ費掲色 10YR4/3粘質土
2 藍獨色 10YR3/3 粘質土
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解―無―よ錢 1子艦 鵜錘
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:E鐵i繋琶器露佑麟
,0暗褥色
11 福色
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12 オリーブ褐色 10YR5/31描質土
碑
?朝臨を』怒伊%等球暦穣花粒を合輔

第609図 SB4001平・断面図 (S=1/50)

――.419-―



⌒

綴）
聰
　
　
　
　
・ＥＰ‐

承
】
　
　
Ｎ
は
Ш

こ

Ш

　
　

・ｍ

Ｅ
０
９
呻
当

0         10Cm

第601図 SB1001出土土器

L=3.90m
A  9

にぶい黄禍色
朧
にぶiヽ黄褐色
褐色
にぶい黄褐色
にぶい費掲色

10   7 65

,OYR5/4 粘質主  7
7.5YR4/2 粘質土  む
10YR5/4 粘質上  9
10YR4/4 粘質±  10
10YR5/4 粕質±  11
10YR4/3 粘貫土

12

暗掲色
にぷい黄褐色―

褐色
にぶい黄褐色
禍色

15 A'

13 14

10YR3/3粕質± 12灰費褐色  10YR4/2
10YR4/3櫓賞i 13 にがい黄掲色 10YR5/4
10YR4/4 構賃上  14 にざい黄褐色 loYR4/3
19YR5/4 油質土  15 にがい費褐色 1つYR5/3
1つYR4/4 粕質土  16 オリーブ褐色 乞.5Y4/3

鯉阻離朧艇
第602図 SB1002平 '断面図 (S=1/50)

1朗
＼ 996

1997

C`三===上_二翌璽買そ1998

02

第6031図 SB4002出土土器

竪穴住居跡 (SB1004)

位置 LocE2・ α IⅡ ・b20～ 1 平面形 方形   床面積 13.5ぽ

土層 覆土は掲色系粘質±3層からなる。注穴1内 はにぶい黄褐色の粘質±1層からなる。

主柱穴 3基 (径20～ 30cm、 深さ10～20cm)

炉跡 不明 施設 主柱穴以外に柱穴 1基、土坑 2基を有する。

遺物出土状況 図示できる遺物は砥石 1点である.。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀))である。

備考 .SB1003と重複する。先後関係は遺構の切ケ合いから、SB10磁→SB1003と なる。
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8 119

1 暗掲色
2 にぶい黄掲色
3 暗褐色
4 灰黄褐色
5 暗掲色
6 にぶい黄掲色
7 灰責掲色
8 にぶい黄掲色
9 灰黄掲色
10 褐色
11 にぶぃ責褐色
12 暗褐色
13 にぶい責褐色
14 灰黄褐色
15 にぶい責掲色
16 灰黄掲色
17 にぶい黄掲色

第604図 SB1003平 。断面図 (S=1/50)

10YR3/3 粘質土
10YR4/3 粘質土
10YR3/3 粘質土
10YR4/2 粘質土
10YR3/3 粘質土
10YR4/3 粘質土
10YR4/2 粘質土
10YR4/3 粘質土
10YR4/2 粘質土
10YR4/4 粘質土
10YR4/3 粘質土
10YR3/3 粘質土
10YR4/3 粘質土
10YR4/2 粘質土
10YR4/3 粘質土
10YR4/2 粘質土
10YR5/3 粘質土

15

―

EP2
L=890m
E       E´

|ド げ

~~

15    16

17
十

下
ｍ

蜘一Ｆ

004

第605図 SB1003出 土土器
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掲色     10YR4/4
にぶい責褐色 10YR5/4
褐色     10YR4/4

(S=1/50)

第607図 SB1004出 土石器

竪穴住居跡 (SB1005)

位置 Loc.E2・ αⅡ・bl   平面形 方形   床面積 4.0ぜ

土層 覆土はにぶい責褐色粘質土からなる。柱穴内は粘性が強 く、炉の覆土は炭化物を少量含む。

主柱穴 4基 (径20～ 30cm、 深さ5～ 15cm)

炉跡 直径70～ 100cm  深さ5 cm   施設 なし

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、住居内覆土から土師器鍋 1点、敲
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第609図 SB1005出 土石器

Ψ  「

第608図 SB1005平・断面図 (S=1/50)

第610図 SB1005出 土土器

にぶい黄褐色 10YR5/4 粘質土
にぶい黄掲色 10YR5/4 粘質土
(1層 よりやや暗く、炭化物を少量合む。)

にぶい黄掲色 10YR5/4 粘質土
(粘性が強い。)
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灰黄褐色   10YR4/2 粘質土
にぶい黄掲色 10YR5/4 粘質土

掲色     10YR4/4 粘質土
にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質土

にぶい黄掲色 10YR4ね  粘質土

掲色     10YR4声  粘性砂質土

晴掲色    10YR3/3 粘質土
にぶい黄掲色 10YR5/3 粘質土

にぶい黄褐色 10YR5/4 粘性砂質土

黄褐色    10YR5お 粘質土

オリーブ褐色 2.5Y4/3 粘質土

オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘質土

(炭化物を少量合む。)

(炭化物を少量含む。)

L=890m
G   G′

す

７
ｍ

呻一Ｈ

第611図 SB1006平・断面図 (S=1/50)

石・砥石 1点、EH lか ら須恵器杯 1点である。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀前半))である。

備考 SB1004と 重複する。先後関係は遣構の切 り合いから、SB1005→ SB1004と なる。

竪穴住居跡 (SB1006)

位置 Loc.E2・ α I・ bc19～20   平面形 方形   床面積 8.8ぜ

土層 覆土は責褐色系の粘質±10層 からなる。柱穴内はオリーブ褐色粘質± 1層 からなり、竃跡はにぶ

い黄褐色粘性砂質土を主体 とし25層 からなる。炭化物、焼上を多 く含む。

主柱穴 3基 (径20～ 35cm、 深さ10～ 15cm)

炉跡 不明   施設 主柱穴以外に柱穴 2基、土坑 1基、北壁東 よりに作 り付けの竃 (直径100～

160cm・ 深さ20～ 60cm)を 有する。
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1 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘性秒質土 (極小炭化物、焼土を含む。)

2 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘性砂質土 (極小炭化物、焼土を少量含む。)

9 黒掲色    10YR3/2 粘性砂質土 (極小炭化物、焼土を合む。)

4 晴褐色    10YR3/3 粘性砂質土
5 にぶい黄捐色 10YR4/3 粘質土
6 にぶい責掲色 10YR4/3 粘性砂質土 (炭化物を合む。)

7 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘性砂質土 (極小炭化物、焼土を含む。)

8 灰責掲色   10YR4/2 粘性砂質土 (極小炭化物、焼土を多く含む。)

9 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘性砂質土 (粘性やや強く、しまっている。極小炭化物、焼上を多く含む。)

10 黄褐色    2.5Y5/6 粘性砂質土
11 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘性砂質土 (粘性やや強く、しまっている。)

12 にぶい黄褐色 10YR5/3 粘性砂質土
13 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘性砂質土 (炭化物、焼土を含む。)

14 にぶい黄禍色 10YR4/3 粕性砂質土 (黄色砂質上をブロック状に合む。)

15 掲色     10YR4/4 粘性砂質土 (極小炭化物、焼土を多く含む。)

16 禍色     耳OYR4/4 砂質土   (炭化物、焼上を多く含む。)

17 にぶい黄掲色 10YR4/3 粕性砂質土 (白色粘土をブロック状に含む。)

18 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘性砂質土 (極小炭化物、焼上をわずかに合む。)

19 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘性砂質土 (炭化物、焼土をわずかに含む。)

20 褐色     10YR4/4 粘性砂質土 (炭化物を含む。)

21 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘性砂質土 (19層 よりやや暗い。)

22 褐色     10YR4/4 粘性砂質土 (や や硬くしまる。)

23 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘性砂質土 (炭化物、焼上、マンガンを含む。)

24 掲色     10YR4/4 粘性砂質土 (硬 くしまる。)

25 褐色     10YR4/4 砂質土   (硬 くしまる。)

第612図  SB1006 EHl平 。断面図 (S=1/25)
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第613図 SB1006出 土土器

鶴

10cm

第614図 SB1006出 土石器

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、土器が EHlか ら須恵器壷 1点、

住居内覆土から須恵器杯、土師器杯、管状土錘の 3点、石器が敲石・砥石、砥石の 2点である。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀後半))である。

備考 作 り付けの篭は SB2021で も確認されている。

竪穴住居跡 (SB1007)

位置 Loc.E2・ ot I・ cd18～ 19 平面形 方形   床面積 8.1♂

土層 覆土は責褐色系の粘質± 6層からなる。柱穴内はにぶい責褐色あるいは褐色の粘質上、粘性砂質

± 1層 である。

主柱穴 4基 (径20～ 35cm、 深さ5～ 10cm)

炉跡 不明            施設 主柱穴以外に柱穴 3基を有する。
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ＥＰ２『一中４饉

1 にがい費褐色
2 オリーブ掲色
3 にぶい費褐色
4 掲色
5 褐色
6 にぶい黄掲色

10YR4/3 雅質土
2.5Y76 猫質土
lCIYR5/4 粘質土
10YR4/4 粘質土
10YR4/4 絡性砂質土
10YR5/4 粘質土

第615図 SB1007平・断面図 (S‐ 1/50)

遺物出土状況 図示できる遺物は出土していない。

時期 古代 (奈良時代)である.。

竪穴住居跡 (SB4008)

位置  LoαE2,α I ・d19 平面形 方形   床面積 4.2♂

土層 覆土は褐色系の粘質±3層からなる。柱穴はにぶい黄褐色粘質±1層である。

主柱穴 2基 (径35～ 40cm、 深さ10～ 15cm)

炉跡 なし 施設 主柱穴以外に柱穴 1基を有する。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、土―師器杯 1点である.。

時期 古代 (奈長時代 (8世紀後半))である。

備考 遺構の東半はSD1075に 削平されている。またSB1021と 重複し、遺構の切り合いから先後関係

はSB1008-SB1021と なる。

竪穴住居跡 (SB1009)

位置 LoctE 2・ α I・ d19～20   平面形 方形   床面積 6.4ぜ

土層 覆土は黄褐色系の粘質±■層からなる。

主桂穴 2基 (径20～ 30cm、 深さ10～ 15c14)

施設 なし

EP2

▼蓄τ  ◎了

炉跡 不明
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9               109m

第617図 SB1008出 土土器

1 褐色     10YR4/6 粘質土
2 褐色     10YR4/4 粘質土
3 にぶい責褐色 10YR4/3 粘質土

第616図 SB1008平・断面図 (S=1/50)

遺物出土状況 覆土から土器、鉄器が出土 している。図示できる遺物は、管状土錘 2点、鉄器が紡錘車、

鉄片などの 3点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 SB1010と 重複する。先後関係は遺構の切 り合いから、SB1010→ SB1009と なる。

竪穴住居跡 (SB1010)

位置 Loc.E2。 α I・ de19～20   平面形 方形

土層 覆土は黄褐色系の粘質± 8層からなる。

主柱穴 2基 (径30cm、 深さ10～ 15cm)

床面積 22.5♂

炉跡 不明 施設 なし

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遣物は、土師器杯 1点である。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀後半))である。

備考 SB1009、 SB10■ ～SB1013、 SB1016、 SB1018、 SB1020と 重複する。先後関係は遺構の切 り合い

から、 SB1011→SB1012→ SB1010→ SB1009と SB1016→ SB1018→ SB1020→ SB1010→ SB1009と なる。

ｍ

蜘一Ａ

③

◎
ＥＰ２

0       1m
l         l
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ｍ

蜘一Ａ

1 にぶい黄笹色
2 にぶい責橙色
3 にがぃ黄掲色
4 掲色
5 に|ヽい費笹色
S 掲色
, 褐色

10VRa/3 粕博ひ質土
10YR6れ  1粘質土
10YR5/3 粘質土
7.5YR4/31粘質土
10YR6/4 指噸 土
10YR4/4 1粘質エ
7i5YR4/3監貿土

8 黄1掲色    10YR5/6
9 にぶい糞橙色 10YR6/3
10 にぶい責綺色 10YR5/4
11 にぶい費褐色 10YR73
12 暗掲缶    10YR3/4
19にぶ↓導朝書色 10YR6/4
14 斎陽色    10YR5/6

器琥 線脇難
1解 継
10YR3/3 粘質土

結質土

籍磐望買
土

粘東主
―

粘質土
粘賞土
粘質土

‐５
お

，

憎
‐９
釣

にぶい責掲色
|にぷい黄帽色
褐色

に要tl藝自
暗福色

第013図I SB-1009,SB4010平・断面図 (S=1/50)

⑥  T46       第621図 SB1010出―土土器

o            5cm

第620図 SB1009出土鉄器
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竪穴住居跡 (SB1011)

位置  Loc.E2・ α IⅡ ・d20～ 1 平面形 方形   床面積 2.8ぜ

土層 覆土は褐色系の粘質± 5層 からなる。柱穴内は褐色、にぶい責褐色粘質± 1層 からなる。

主柱穴 2基 (径 20cm、 深さ5～ 10cm)

炉跡 不明 施設 なし

遺物出土状況 覆土から石器が出土している。図示できる遺物は、砥石 1点である。

時期 古代 (奈良時代)である。

備考 SB1010、 SB1012、 SB1013と 重複する。先後関係 は遺構の切 り合いか ら、SB1011→ SB1012→

SB1010。 SB1013と なる。

竪穴住居跡 (SB1012)

位置 Loc.E2,α IⅡ ・d20～ 1   平面形 方形

土層 覆土は責褐色系のシル ト砂混 じり土を主体とし、

混じり上 1層 である。

主柱穴 2基 (径20～ 25cm、 深さ5～ 10cm)

炉跡 不明            施設 なし

遺物出土状況 覆土から土器片、石器が出土している。図示できる遺物は、土器が須恵器椀、土師器杯、

管状土錘など3点、石器が敲石 1点である。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀前半))である。

備考 SB1010、 SB1011、 SB1013、 SB1014と 重複する。先後関係 は遺構の切 り合いか ら、SB10■→

SB1012→ SB1014→ SB1013、 SB1012→ SB1010と なる。

竪穴住居跡 (SB1013)

位置  Loc.E2・ ol Ⅱ・cdl 平面形 方形 床面積 9.0♂

土層 覆土は黄褐色系の粘質± 5層からなる。柱穴内は褐色、にぶい責褐色粘質± 1層からなる。

主桂穴 3基 (径 15～ 30cm、 深さ10～ 15cm)

炉跡 不明 施設 なし

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は、土師器奏 1点である。

時期 古代 (奈良時代)である。

備考 SB10■ 、SB1012、 SB1014と 重複する。先後関係 は遺構の切 り合いか ら、SB1011→ SB1012→

SB1014→ SB1013と なる。

床面積 3.8♂

5層からなる。柱穴内はにぶい黄褐色シル ト砂
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第622図 SB1011平 。断面図 (S=1/50)

S652

第623図 SB1011出土石器

1 黄褐色    2.5Y5/3 粘質土
2 オリープ掲色 2.5Y4/6 粘質土
3 オリーブ掲色 2.5Y4/4 猫質土
4 掲色     10YR4/4 粘質土
5 にぶい資褐色 10YR5/4砂質土 (炭化物含む。)
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にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト砂混じり  2 褐色     10YR4/4 シル ト砂混 じり

暗掲色    10YR3/4 シル ト砂混じり  4 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト砂混 じり

にぶい黄掲色 10YR5/4 ンル ト砂混じり

第624図 SB1012平 。断面図 (S=1/50)

ll‐

◎

2017

10cm

第625図 SB1012出 土土器

第626図 SB1012出 土石器
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Ｉ
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―
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―

EPl
L=9.00m
C    C′

Ψ

V■

EP3
L=900m
E    E´

す

10YR5/4 粘質土
10YR5/4 粘質土 (1層よりやや暗い。)

10YR4/4 粘質土
10YR4/6 粘質土
10YR4/3 粘質土

了
ｍ

ＥＰ２

」
〓９

，
０

一Ｄ

L=900m                                          _
A                                      A´

第627図 SB1013平・

第628図 SB1013出 土土器

E

Ξlm

1

2

3

4

5

断面図

にぶい黄掲色
にぶい黄掲色
掲色

褐色
にぶい黄褐色

(S=1/50)

竪穴住居跡 (SB1014)

位置  Loc.E2・ α Ⅱ ocdl 平面形 方形

土層 覆土は責褐色系の粘性砂質土を主体とする

主桂穴 4基 (径20～ 40cm、 深さ10～ 15cm)

床面積 15,8♂

6層からなる。
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写げビ夢雛 メ灘碍T籍桂懲憂圭:操盛措雹褐
色
穂導電先犠権懲唇圭

掲色    10YR4/4粘性砂質± 6 にぶい黄褐色 10YR5/3 精性砂質土

第629図 SB1014平・断面図 (S=1/50)

中
0
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第631図 SB1014出土石器



L=900m
A

1 にぶい費褐色 10YR4/3 粘性砂質土

第632図 SB1016平 。断面図 (S=1/50)

＼`
1三三三三三三三正三三三三三三三[===ェェェ=====::二子=とを20

項

ミF冨
堅
5昌量昌

子
厖易厖房夏

=ラ

Z争 21

第633図 SB1016出土土器

炉跡 不明            施設 主柱穴以外に柱穴 2基を有する。

遺物出土状況 覆土から土器片と石器が出上している。図示できる遺物は、土師器杯 1点 と砥石 1点で

ある。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀前半))である。

備考 SB1012、 SB1013、 SB1015と 重複する。先後関係は遺構の切 り合いから、SB1015→ SB1012→

SB1014→ SB1013と なる。

竪穴住居跡 (SB1016)

位置 Loc,E2・ α IⅡ ・e20～ 1   平面形 円形

土層 覆土はにぶい黄褐色の粘性砂質± 1層 である。

主桂穴 2基 (径20～ 25cm、 深さ 10～ 15cm)

床面積 2.8ぜ

炉跡 不明 施設 主柱穴以外に柱穴 2基を有する。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は土師器杯 2点 と土師器皿 1点である。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀前半).)で ある。

備考 SB1010、 SB1017、 SB1018と 重複する。先後関係は遺構の切 り合いから、SB1017→ SB1016→

SB1018→ SB1010と なる。
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LFe100m
A

:齋鶏磁 鷺 :齋難1緯 鷺
第634図 SB1017平・断面図 (S‐1/50)

聾穴住居跡 (SB101‐ 7)

位置 Lo翻望・αI■・e20～ 1   平箇形 方形   床面積 5.On12

土層 療土は黄褐色系の粘資土を主体とし、も.曙からみる。

主桂太 1基 (径邪-30o4、 深さ 10～ 15cm)

炉跡 不明 施設| なし

遺物1出土状況 図示できる遺″は1出上していない。

時期 吉代 (奈良1時代)である。

備考 SBlo16、 SB101.3、 SB1019と 重複する。先後関係は遺構の切り合いから、SB1017‐SB1016→

SB1018‐ SB1019と なるむ

―
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1

一融 癒

0       1m
lI                                              I

＼

―
脅色      10YR4/4 シルト  ? 褐色  10VR4/6 ンルト
オリープ掲湛  2.5Y4/6 シルト  4 褐色  10YR4/4 シルト
晴オリーブ褐色 2.5Y3/3 シフレト  0 掲色  10YR4/6 シルト

第635図 SB10博平・断面図 (S‐ 1/50)

―
ノ
盛

20cm

第636図 SB1019出土土器―

竪穴住居跡 (SB1019)

位置
―
LocE2・ ol,e19～20   平面形 方形   床面積 412汀

土層 残土は褐色系のシルト質上を主体とし、6層からなる.律 柱穴内はオリーブ褐色のシルト質■ 1-層

からなる。

主桂A l基 (径25clll、 深さ■5cml

炉跡 不1明           施設 なし

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は,土―師器杯3点である。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀前半))である。

備考 SB1017、 SB1018、 SB1020と 重―複する。先後関係は遺構の切り合いから、SB1017→SB1013→

SB1019-SB1020と なる。
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EP4下
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EP3

銚ご⑥て ん

EPl
L=890m
C     C´

す ・v

L=890m
i        I′

〒
‐
V

丁ｍ」〓８．９・Ｄ

L=890m
E      E′

13
十

1 にぶい黄掲色
2 掲色
3 オリーブ褐色
4 オリーブ掲色
5 掲色
6 オリーブ掲色
7 掲色
8 掲色

A―A´ 対応層

L=890m
F

L=890m
H

L=890m
G     G´

す
13

―

10YR5/4 粘性砂質土
10YR4/4 粘性砂質土
2.5Y4/3 粘性砂質土
2.5Y4/4 粘性砂質土 (炭化物含む。)

10YR4/4 粘質土
2.5Y4/4 粘質上
10YR4/6 粘質土
10YR4/4 粘質土  (5層よりやや暗い。)

H´

10YR5/4 砂質土
2.5Y4/6 粘質土
10YR74 粘性砂質土
2.5Y4/4 粘質土  (6層よりやや硬くしまる。)

10YR5/6 砂質土
10YR5/4 砂質土
10YR5/3 砂質土
10YR73 砂質土

「

9 にぶい黄褐色
10 オリーブ掲色
11 褐色
12 オリーブ掲色
13 黄掲色
14 にぶい黄掲色
15 にぶい黄褐色
16 にぶい黄掲色

ｍＥＨ‐呻一Ｊ
」
´
  1 にぶい黄褐色  10YR4/3 秒質土

(粘性が強い。炭化物、焼土ブロックを多く含む。)

2 赤色      10YR4/6 粘性砂質土 (焼土ブロック層。炭化材を含む。)

3 灰黄褐色    10YR4/2 粘質土  (煙道天丼部の焼け込みか ?)

4 オリーブ褐色  2.5Y4/3 粘性砂質土
5 暗黄灰色    2.5Y5/3 粘性砂質土
6 暗責灰色    2.5Y4/4 粘性砂質土
7 暗黄灰色    2,5Y4/2 粘性砂質土
8 暗黄灰色    2.5Y5/4 粘性砂質土
9 オリーブ掲色  2.5Y4/6 粘性砂質土
10 晴責灰色    2.5Y5/4 粘性砂質土 (8層よりやや暗い。)

11 黒褐色     2.5Y3/2 粘性砂質土 (焼上、炭化物を多く含む。)

12 黒褐色     10YR2/3 粘性砂質土 (焼上、炭化物を含む。)

13 暗オリーブ掲色 2.5Y3/3 粘性砂質土
14 オリーブ掲色  2.5Y4/6 粘性砂質土 (粘性強い。炭化物は合まない。)

第637図 SB1021平 。断面図 (S=1/25。 1/50)

lm
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第638図 SB1021遺物出土状況図 (S=1/25)

竪穴住居跡 (SB1021)

位置 Loc,E2・ α I・ de18～19   平面形 方形   床面積 9.9♂

土層 覆土は褐色系の粘質土を主体とし、12層 からなる。柱穴はオリーブ褐色の粘質土あるいは黄褐色

系の砂質± 1層 からなる。竃部分は14層 からなり、部分的に焼上、炭化物を含む。

主柱穴 4基 (径25～ 40cm、 深さ10～ 15cm)

炉跡 なし 施設 主柱穴以外に柱穴 7基 と南東隅に作 り付けの竃 (直径60～

140cm、 深さ50cm)、 南西隅に張 り出し部 (80× 40cm)を もつ。西側に高床部 (高 さ約10cm)を 設ける。

遺物出土状況 覆土から土器片・石器 。鉄器が出上している。図示できる遺物は、覆土から須恵器奏、

高杯、杯、杯蓋、皿、土師器杯、皿、製塩土器など29点 、住居床面から須恵器蓋、皿、土師器皿、管状

土錘など6点が出土 している。また砥石 1点、鉄片 1点 も出土している。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀後半))である。

備考 SB1020と 重複する。先後関係は遺構の切 り合いから、SB1020→ SB1021と なる。
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第639図 SB1021出 土土器

話 030                      031
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第641図 SB1021出 土鉄器

第640図 SB1021出土石器
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責掲こ    と5Y5/4 粕質±  3 オリープ渇色 215Y4/4 粘質土
オリ‐ブ褐色 2.5Y4/6 績質と

第643図 SB1023平・断面図 (S-1/50)と謀謡維 綿観 雑竪難

二福琶  1脇 轄桂慾暑圭―

:甕培Eブ
掲色

fi鶏施繕権懲憂圭
そ与ド1夢維 押剤容纏圭

8642回 SB1022平Ⅲ断面図 (Sと 1,/50)
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第餌4図 SB1022出土土器

竪穴住居跡 (SB-1022)

位置 Loctti c I・ 卸    平画形 方形   床面積 4.5ぽ

土層
―

覆土は褐色系の粘性砂質土を主体とし、8層からなる。

主桂穴 2基 (径15～ 25cm、 深さ 10～ 15clll)

炉跡 不明 施設 主柱穴以外に柱穴 2基を有する。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示できる遺物は、土師器杯、1杯蓋、皿蓋など4点で

ある。
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時期 古代 (奈良時代 (8世紀前半))である。

備考 SB1023と 重複する。先後関係は遺構の切 り合いから、SB1022→ SB1023と なる。

竪穴住居跡 (SB1023)

位置 Loc.E2・ α I・ ef20      平面形 方形   床面積 3.4♂

土層 覆土は黄褐色 。オリーブ褐色の粘質土を主体とし、 3層からなる。

主柱穴 2基 (径 30cm、 深さ 10～ 15cm)

炉跡 不明             施設 なし

遺物出土状況 図示できる遺物は出土 していない。

時期 古代 (奈良時代)である。

備考 SB1017、 SB1022と 重複する。先後関係は遺構の切 り合いから、SB1022→ SB1023→ SB1017と な

る。

竪穴住居跡 (SB1024)

位置 Loc.E2・ α I・ fg20      平面形 方形   床面積 8.4♂

土層 覆土は責褐色系の粘質土を主体とし、9層からなる。柱穴内はオリーブ褐色粘質± 1層 からなる。

主柱穴 5基 (径20～ 30cln、 深さ10～ 15cm)

炉跡 不明            施設 なし

遺物出土状況 覆土から土器片と石器が出上している。図示できる遺物は、土器が土師器皿 1点、石器

が敲石 1点である。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀前半))である。

竪穴住居跡 (SB1025)

位置 Loc.E2・ αIⅡ ・fg20～ 1   平面形 方形   床面積 8。 1ぽ

土層 覆土は責褐色系の粘質土を主体とし、 8層からなる。

主柱穴 4基 (径25～ 35cm、 深さ10～ 15cm)

炉跡 不明            施設 なし

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は、土師器杯 5点である。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀後半))である。

備考 一部 SD1078に よって削平をうけている。
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第646図 SB1024出土石器

S556

10cmEP4 EP5

1 にぶい責褐色 10YR4/3 粘性砂質土
2 掲色     10YR4/4 粘性砂質土
3 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘質土
4 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘質土
5 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘質土  (4層よりやや硬くしまる。)

6 掲色     10YR4/4 粘性砂質土 (2層 よりやや暗い。)

7 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘質土  (焼土粒、炭化粒をわずかに合む。)

8 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘質土  (わ ずかに炭化粒を含む。)

9 オリーブ掲色 2.5Y4/4 粘質上

第645図 SB1024平・断面図 (S=1/50)

＼
~~    

二F三左 065

第647図 SB1024出 土土器

―-443 -一



EP2
Lと8:80m
O     C´

1 にがしヽ熱 色 10YR4/3粘質土
2 にぶい黄栂色 10YR4/3 粘質土 (1層よりやや暗い。)

3 にぶい責褐色 10VR5/4-粘 質土
4 黄褐色    25Y5/6 粘質土

第648図 SB1025平・断面図

5 オリーブ掲色 215Y4/4 猫質土
6 灰黄掲色   10YR72 粘質上
7 褐色     10YR4/4 粘質上
8 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘質上

(S=1/50)

O∞     67    168＼
 |シ 2噸

~2070

第649図 SB1025出土土器
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」Ll二EEE          ♀             2P

1 灰黄色
2 灰オリーブ色
3 灰黄色
4 にぶい黄色
5 浅黄色
6 浅責色

M
2.5Y6/2 粘性砂質土 (粒子が細かく、粘性が弱い。マンガン、土器粒を含む。)

5Y6/2  粘性砂質土 (砂質が強い。マンガンを含む。)

2.5Y6/2 粘性砂質土 (粒子が細かい。マンガンを多量に含む。)

2.5Y6/3 粘性砂質土 (粒子が細かい。マンガンを含む。)

2.5Y7/4 粘性砂質土 (粘性が弱い。マンガンを多量に含む。小礫を含む。)

2.5Y7/3 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

第650図 SD1003平 。断面図 (S=1/100)

③溝状遺構

清状遺構 (SD1003)

位置 Loc.D2・ δⅡ・efg 9～ 17   断面形 逆台形   全長 51.6m

土層 覆土は仄責色系の粘性砂質土を主体とし、 6層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片と石器、鉄器が出土している。図示できる遺物は、土器が須恵器壼、杯、

把手付鍋、土師器壺、奏、杯、皿などの17点、石器は敲石 2点、鉄器が釘 1点である。石器については

第 2遺構面に属する遺物である可能性がある。

時期 古代 (7～ 8世紀)である。

備考 西半部の平面図は第 2遺構面SD2004の 平面図、遺構配置図を参照。
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第651図 SD1003出土土器

0               10Cm
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第652図  SD1003出土石器

窪

尋 ,一

◎ T49

0                5cm

第653図 SD1003出土鉄器

溝状遺構 (SD1004)

位置 Loc.D2・ δⅡ・jklm10～ 15   断面形 皿形   全長 28.5m

土層 覆土は黄褐色の砂質土 l層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片、石器、鉄器が出上している。図示できる遺物は、土器が平瓦 1点、

器が台石・砥石 1′点、鉄器が鉄片
‐1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 東端は調査区外に延びる。
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1 黄褐色 塞6鴻胸
―
砂質土 (マ ンガンを含む。)

8654図 S,1004平 Ⅲ断画図 (S‐ 1/100)

¶ ∞

1第655國 SD1004出上土器

θ ③亀。
|

o          5cm.
:―

―

 

―

第656図 SD1004出土鉄器

~ロニ
秒

ka T51

第65フ図 SD1006出土鉄器
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S561

第658図 SD1004出土石器

溝状遺構 (SD1006)

位置 Loc.D2・ δⅡ・i9～11   断面形 逆台形 全長 12.8m

土層 覆土は灰オリーブ色の粘性砂質± 1層 からなる。

遺物出土状況 覆土から鉄器が出土している。図示できる遺物は、鉄片 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。

清状遺構 (SD1019)

位置 Loc.D2・ εⅡ・晰5 断面形 逆台形   全長 6。 5m

土層 覆土はオリーブ黄色の砂質± 1層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、土師器皿 1点である。

時期 古代 (平安時代 (11～ 12世紀))である。

備考 南端は調査区外に延びる。

,ⅢⅢ

10cm
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0                 10cm

第660図 SD1019出土土器

0  
オ`

 `   2m
l        l

L=900m
A      A´

V

1 オリーブ黄色 5Y6/3 砂質土

(鉄・マンガン斑を多く合み、粘性が強い。
炭化物も少量含む。)

第659図  SD1019平・断面図 (S=1/100)

清状這構 (SD1020)

位置 Loc.DE2・ 8α Ⅱ°lm5～ 9   断面形 逆台形   全長 17.4m

土層 覆土は黄褐色系の粘性砂質土を主体 とし、 3層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片、石器が出上 している。図示できる遺物は、土器が土師器杯、皿の 2点、

石器が敲石 1点である。石器については、第 2遺構面に属する遺物である可能性がある。

時期 古代 (平安時代 (12世紀))である。

備考 南側は調査区外のため南側の肩部分は未検出である。

清状遺構 (SD1031)

位置 Loc.D2・ 8Ⅱ ・nOpqrs4～ 7   断面形 逆台形   全長 17.8m

土層 覆土は黄褐色系のシル ト質土を主体 とし、 8層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は、土師器皿 1点である。

時期 古代 (平安時代 (11世紀))である。

備考 東西の両端は調査区外に延びる。
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第662図 SD1020出土土器

1 黄褐色   2,SY5/3 ンアレト
(マ ンガンを含む。)

2に部 資ヽ褐色
ly跳 愁 摩

主

3にぶい黄編色μ雅 ぎ要賢て習志∂

10cm

第661図 SD1020平・断面図 (3‐1/100)
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1 責褐色
2 責掲色
3 暗灰責色
4 暗灰責色
5 責褐色
6 黄掲色
7 責掲色
8 責褐色

2.5Y5/3 砂質土
2.5Y5/3 ンルト
2.5Y5/2 シルト
2.5Y5/2 ンルト
2.5Y5/3 シ)レ ト
2.5Y5/3 シルト
2.5Y5/3 シルト
2.5Y5/4 シルト

0         2m
i        !

(マ ンガンを少量合む。)

(砂質が強い。マンガンを微量含む。)

(砂質が強い。)

(3層 より砂を多く含む。マンガンを含む。)

(2層 より砂質が強い。マンガンを微量含む。)

(砂買が強い。マンガンを含む。)

(砂質が強い。マンガンを多量に含む。)

第664図 SD1031平・断面図 (S=1/100)
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C            C′

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

にぶい黄橙色
にぶい責橙色
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色
灰褐色
にぶい黄橙色
灰黄褐色
にぶい黄橙色
にぶい黄褐色
にぶい黄掲色
にぶい責褐色
灰黄褐色

にぶい責褐色

10YR6/4  シルト
10YR7/4  ンジレト
10YR7/2  シルト
10YR6/3 粘質土
7.5YR5之  粘質土
10YR6/4  ンルト
10YR5/2  シリレト
10YR6/4  シアレト
10YR5/4  ンルト
10YR5/4  シルト
10YR5/4 砂質土
10YR5/2  シルト

10YR4/3  シリレト

(マ ンガンを全面に含む。鉄分を少量含む。)

(砂質が強い。マンガンを含み、鉄分を少量含む。)

(粘性が強い。マンガン、鉄分を少量含む。)

(砂質が強い。マンガン、鉄分を多量に合む。)

(粒子が細かい。マンガン、鉄分を含む。)

(マ ンガン、鉄分を少量含む。)

(マ ンガンを多量に含む。鉄分を少量含む。)

(マ ンガンを合む。鉄分を多量に合む。)

(やや暗い。マンガンを多量に合む。鉄分を含む。)

(マ ンガン、鉄分を多量に合む。)

(粘性が強く、砂質もやや強い。マンガンを含む。
鉄分を多量に含む。)

(や や砂質が強い。鉄分を多量に含む。)

第665図 SD1032平・断面図 (1)
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1 灰白色   10YR6/1
2 に本い薄橙色 10YR7/2

,操デサ戦 解
5 灰オリー|ブ色 7.5Y4/2

6 にぶ‖責褐t'OYR5/4

第666図 SD1032平 。

チケ
～
解鶏各悪ξガ

ンを制

子士I繹努 サを銅「
含犠下部に鉄分を含む。打勁を含む♪

子士
～
脇オ子と黎

`鋼
断面図 (2)lSと 1/100)
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L=900m

灘
l 黄褐色  2.5Y5/3 粘性砂質土

(粒子が細かい。マンガン、土器片、小礫を含む。)

2 黄褐色  2.5Y5/6 粘性砂質土

(粒子が細かい。マンガンを含む。)

3 黄褐色  2.5Y5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

4 暗灰黄色 2.5Y5/2 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

第669図 SD1036平・断面図 (S=1/100)

S564

SD1036出土石器

10cm
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溝状遺構 (SD1032)

位置 Loc.D2・ εⅡ・pqrs 4～ 7      断面形 逆台形   全長 21.6m

土層 覆土は黄橙色あるいは黄褐色のシル ト質土を主体 とし、19層 からなる。土層の堆積状況から上層

6層 と下層13層 に分けることができる。

遺物出土状況 覆土から鉄器片が出土 している。図示できる遺物は、鉄片 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 東西両端は調査区外に延びる。SD1066と 同一遺構の可能性がある。

溝状遺構 (SD1036)

位置 Loc.D2・ εⅡ・q4～ 5

土層 覆土は黄褐色の粘性砂質土を主体とし、

遺物出土状況 覆土から石器が出土している。

第 2遺構面に属する遺物である可能性がある。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 西端は調査区外に延びる。

断面形 逆台形   全長 6.5m

4層からなる。

図示できる遺物は、敲石 3点である。石器については、

清状遺構 (SD1037)

位置 Loc.DE2・ 8α Ⅱ・rStabcde 3～ 4   断面形 半円形   全長 33.4m

土層 覆土は暗灰黄色あるいは灰黄色の粘性砂質土を主体とし、 6層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片、石器、鉄器片が出上 している。図示できる遺物は、土器が土師器杯、

杯蓋、皿、鍋、陶器橋鉢、外、平瓦など10点、石器が石核、敲石の 2点、鉄器が鉄片 1点である。石器

については、第 2遺構面に属する遺物である可能性がある。

時期 古代～中世 (9～ 14世紀)である。

備考 西側部分は調査区外に延びるため、西側肩部分は未検出である。

溝状遺構 (SD1039)

位置 Loc,DE2・ 8α Ⅱ・tabcdef 4～ 5   断面形 半円形 全長 30。 lm

土層 覆土は責掲色系のシル ト質土を主体 とし、14層 からなる

遺物出土状況 覆土から土器片、石器、鉄器片が出土 している。図示できる遺物は、土器が須恵器杯、

杯蓋、皿、土師器甕、鉢、杯、杯蓋、皿など56点 、石器が敲石 6点、鉄片 1点である。石器については、

第 2遺構面に属する遺物である可能性がある。

時期 古代 (8～ 11世紀)である。

備考 北端は調査区外に延びる。
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第671図 S91937平・ 断面1図‐lS‐ 1/20ω
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第673図 SD1037出土石器

亀  T53

第674図 SD1037出土鉄器
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SD1038
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SD1033 にぶい黄燈色 10YR6/3

暗灰黄色  2.5Y5/2
にぶい斉色 2.5Y6/3
晴灰費色   2.5Y6/2
暗灰黄色   2.5Y5/2
黄褐色    2.5Y5/3
暗灰資色  2.M/2
暗灰黄色   2.5Y6/2
晴灰黄色  2.5Y5/2
資掲色   2.5Y5/3
黄褐色    2.5Y5/3
黄褐●    2.5Y5/3
にぶい黄色 2.5Y6/3
にぶい黄色  2.5Y6/3
灰黄色    2.5Y6/2
にぶい黄色  25Y6/4

SD1039 SD1044。 1048

絶桂懲要圭族藝這嘉亀悲接望F議豊蒲笹揺庭患農土を少量含む♪
絡性砂質土
油性砂質土 (赤褐色のブロックを多く含む。)
粘性砂質土
粘性砂質土
粘ILD質土
油性砂質土 (粒子が細かい。)
粘性砂質土 倣色粕性砂質土を含む1)

粘性砂質主 (粒子が細かい。)
精性砂質土 (11層よりやや晴い。)

粕性砂質土
粕性砂買土 (粒子が細分いel

精樫砂質土 (やや晴いo)

粘悩砂質土

SD1039

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

SD1039

SD1044

SD1048

2.5Y6/3

2.5Y6/4

2.5Y5/4

2.5Y5/4

2.5Y5/3

2.5Y5/4

2.5Y5/3

シジレト

砂質と
シ

'レ

ト
シルト

砂質土
シルト
ンルト
シルト
ン)レ ト
ン

'レ

ト
シリレト
シ,レ ト
シジレト
シルト

砂質土

砂質土
ンルト
シアレト

ンルト
シリレト
シルト

1 にぶい黄色  と5Y6/3

2 にぶい黄色  2.5Y6/3
3 に本い黄色  2.5Y6/4
4 黄褐色   2.5Y5/3
5 黄褐色    2.5Y5/3
6 にぶい黄掲色 10YR5/3
7 にぶぃ黄色  乞5Y6/4

3 にぶい黄色  2.5Y6/4
9 明黄褐色   10YR6/6
10 褐色     7.5YR74
11 にがい資色  10YR5/4
12 浅黄色    2.5Y7/4
13 明黄掲色   10YR6/6
14 オリープ褐色 2.5Y4/4

にがい黄褐色
にぷい黄褐色

黄褐色
黄褐色

黄褐色
黄掲色
黄褐色

P努 9霧始 む。9市m離の4ヽ弊を握 含む♪
砂質が強い。)
(砂質が強い。マンガンを

―
少量含む。)

(マ ンガンを少量含む■3n�程度の」蝶を含弯o)

ω質が強いαマンガンを含む。)

(砂質が強い。マンガンを含む。)

(砂質が強い。7層 よリマンガンの謝集度が高い。)

(砂質が強い。マンガンを含む―。)
(砂質が強い。マンガンの沈着層6)

協審鑢蔵窮舟を旨提:「含
む♪

(砂質が強い。マンガンの沈着層と)

⑭質が強い。マンガンを多量に含む。)

砂質が強い。マンガンを含む。)

(砂質が強い。マンガンを多量に含む。)

解祭議及F愁轡系名漱ヨ彗ひ与サゼ多量t論り
(粒子が細かく、砂質が強い。マンガンの沈着が激しい1)

第675図 SD1038i SD1039.SD1044,SD1048平 ・断面図 (S=1/300)
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第676図 SD1039遺物出土状況図 (S=1/25)
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第677図 SD1039出土土器

0               10cm
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０第678図 SD1039出土石器

溝状遺構 (SD1040)

位置 Loc.E2・ α Ⅱ obc3～ 5   断面形 逆台形   全長 10.5m

土層 覆土は黄褐色系の粘性砂質土を主体 とし、 3層からなる

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、土師器皿 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。

備考 西端は調査区外に延びる。
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‐
…―

帥
柳
朗
瀞

―- 462 -―



削

∩
坤
珊
け
①

第679図 SD1039出土鉄器

溝覇譲塾備 (SD1041)

位置 L∝E》 αⅡ・d5   断面形 逆台形 全長 1.8m

土層 覆土は黄褐色の粘性砂質―上の 1-層 からなる。

遺物出土状況 覆土から石器が出土している。図示できる遺物は、

第2遺構面に属する遺物である可能性がある。

時期 古代 (平安時代)である。

にぶい責色-2.5Y6/3 粕性砂買土 (淮性がやや強い。マンガンを含む。)

資褐色   2.15Y5/3 粕性砂質土 (マ ンガン、土器片を含む。贈灰費色粕性砂質とを一部含む。)

黄掲色  2.5Y5/3消性砂質■ (砂質が強い。マンガン、■器片を含む
`)

第630図 SD1040平・断面図 (3=1/50)

0               10cm

第681図 SD1040出土土器―

-463-

敲石 1点で―ある。石器については、



イ

1 黄褐色 2.5Y5/3 粘性砂質土

(粒子が細かい。マンガン、石を含む。)

第682図 SD1041平 。断面図 (S=1/50)

第683図 SD1041出土石器

溝状遺構 (SD1042)

位置 Loc.E2・ αⅡ・e4～ 5   断面形 逆台形 全長 6.2m

土層 覆土は灰黄色、黄褐色の粘性砂質土の 3層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、奏 1点 と平瓦 1点である。奏は第

2遺構面に属する遺物の流れ込みと考えられる。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 東西両端は調査区外に延びる。

清状遺構 (SD1043)

位置 LocoE2・ αⅡ oe4～ 5   断面形 逆台形   金長 6.3m

土層 覆土はにぶい黄色、暗灰黄色の粘性砂質上の 2層からなる。

遺物出土状況 覆土から土製品が出上している。図示できる遺物は、管状土錘 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 東西両端は調査区外に延びる。
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10cm

S575

SD1043 SD1042

SD1043

1 にぶい黄色

2 暗灰黄色

1 灰黄色

2 黄掲色

3 灰黄色

SD1042

2 5Yν 3 粘性砂質土

(マ ンガン、小礫を含む。)

25Y5/2 柏性砂質土

(マ ンガン、土器片を含む♪

2.5Y6カ 粘性砂質土

(粒子が細かく、マンガンを合む。)

2.5Y5/3 猫性砂質土

(マ ンガン、小礫を合む。)

2.5Y6//2 粘性砂質土

(粘性が強しちマンガンを含む♪

第684図 SD1042.SD1043平 ・断面図 (S=1/50)

1∞

0

第685図  SD1042出土土器

0
① 2162

0

第686図 SD1043出土土器
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第687図 SD1044出土石器
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第688図 SD1048出土土器 (1)

溝状遺構 (SD1044)

位置 Loc,D2・ αⅡ・defghi 3～ 5   断面形 逆台形   全長 20。 2m

土層 覆土は黄褐色のシル ト質土を主体 とし、 3層からなる。

遺物出土状況 覆土から石器が出土している。図示できる遺物は、敲石 1点である。石器については、

第 2遺構面に属する遺物である可能性がある。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は第675図 を参照。SD1048と 同一遺構 と考えられる。
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第689図 SD1048出土土器 (2)

溝状遺構 (SD1048)

位置 Loc.DE2・ 8α Ⅱ・巧k12～3   断面形 逆台形   全長 12.Om

土層 覆土は責褐色系のシル ト質土を主体とし、 5層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片、石器、鉄器が出土している。図示できる遺物は、土器類が須恵器壺、

椀、皿、土師器甕、鍋、杯、皿、平瓦、碑、管状土錘など22点 、石器が砥石、敲石の 3点、鉄器が刀子、

釘、鉄片など5点である。敲石については、第 2遺構面に属する遺物である可能性がある。また、弥生

式土器の重、甕、鉢、高杯などll点 も出土 している。

時期 古代 (8～ 11世紀)である。

備考 平面図は第675図 を参照。SD1044と 同一遺構と考えられる。弥生式土器は流れ込みの遺物である

が、良好な資料であるためまとめて掲載 した。
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第690図 SD1048出土石器

第691図 SD1048出土鉄器
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」学一

L=940m

ザ

鉤輩
0         2m
l      l

明黄掲色   2.5Y6/6 粘質土
にがい責橙色 10YR〃 4 粘質土
にぶい黄橙色 10YR6/4 粘質土
にぶい掲色  7.5YR5/4 粘質土
掲色     loYR4/6 粘性砂質土
褐色     10YR4/4 粘質土
黒掲色    7.5YR3/2 粘質土
暗掲色    7.5YR3/4 粘質土
にぶい黄褐色 10YR5/3 粘質土
にぶい黄掲色 10YR4/3 粘質土
にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質土
オリーブ掲色 2.5Y4/3 粘性砂質土

0        2m
i         I

1 黄褐色 2.5Y5/6 粘質土
2 黄掲色 10YR5/6 粘質土
3 掲色  10YR4/4 粘質土

第692図 SD1060平 。断面図 (S=1/100)

第693図 SD1062平・断面図 (S=1/100)
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0               10Cm

第695図 SD1062出土土器第694図 SD1060出土土器

溝状遺構 (SD1060)

位置 Loc.D2・ 8Ⅱ ・hiil～ 3   断面形 逆台形

溝状遺構 (SD1062)

位置 Loc.D2・ εⅡ・晰kl～3   断面形 逆台形

全長 16。 6m

土層 覆土は黄褐色、褐色の粘質上を主体とし、3層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は、須恵器杯 1点である。遺物は古墳

時代後期のものの流れ込みと考えられる。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 東西両端は調査区外に延びる。

「

‐

土層 覆土は褐色系、黄褐色系の粘質土を主体とし、12層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は、須恵器重 1点である。

時期 古代 (8～ 9世紀)である。

備考 東西両端は調査区外に延びる。

清状遺構 (SD1064)

位置 Loc.D2・ εⅡ・�kl   断面形 逆台形   全長 8.4m

土層 覆土は黄褐色系の粘質上を主体とし、16層からなる。西側は1～ 2段の段差をもつ。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は、奏、壺など4点である。これらの

上器は第 2遺構面に属する遺物の流れ込みと考えられる。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 南北両端は調査区外に廷びる。

全長  15。 7m

全長 8.5m
溝状遺構 (SD1072)

位置 Loc.D2・ cⅡ ・t20～ 2   断面形 逆台形

土層 覆土は責褐色系の粘質土を主体とし、 5層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、須恵器重 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 東端は調査区外に延びる。
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0       2mm
i         I

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

‐１

‐２

褐色    7.5YR4/4
明黄褐色   2.5Y7/6
にぶい黄掲色 10YR4/3
にぶい責掲色 10YR5/4
にぶい黄掲色 10YR5/3
にぶい責掲色 10YR5/3
黄掲色    2.5Y5/3
灰黄掲色   10YR5/2
責褐色    2.5Y5/4
褐色    7.5YR4/3
黒褐色    10YR3/2
にがい責掲色 10YR4/3

黒褐色    7.5YR3/2
黄掲色    2.5Y5/4
暗灰黄色   2.5Y4/2
黄掲色    2.5Y5/4

粘質土
粘質土

粘質土

粘質土
粘性砂質土
粘質土

粘性砂質土
粘性砂質土

粘性砂質土
粘質土

粘質土
粘質土

(粒子が細かい。)

粘性砂質土

粘質土
粘質土

粘性砂質土

(粒子が細かい。)

13

14

15

16

第696図 SD1064平・断面図 (S=1/100)

第697図 SD1064出土土器

ナ
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I       I

L=920m

学

1 にぶい責掲色 10YR4/3 粘性砂質土
2 暗掲色    10YR3/3 粘質土

3 にぶい黄褐色 10YR4/3 粕質土

4 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘性砂質土

5 褐色     10YR4/4 粘質土

第698図 SD1072平・断面図 (S=1/100)

ー

第699図 SD1073平

L=940m_
A  l  A´

守
23

|       |

1 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘性砂質土

2 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘性砂質土

3 オリーブ褐色 2.5Y4/5 粘質土

4 オリーブ掲色 2.5Y5/4 粘質土

5 黄掲色    2.5Y5/3 粘性砂質土

6 オリーブ掲色 2.5Y4/3 粘質土
7 暗掲色    10YR3//4 粘質土

8 オリーブ掲色 2.5Y3/4 粘質土

9 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘質土
10 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘質土

断面図 (S=1/100)

馨中〉一・　『一一了一一

溝状遺構 (SD1073)

位置 Loc.DE2・ αIⅡ ・ta19～ 2 断面形 逆台形   全長 18.8m

土層 覆土は責褐色系の粘質土を主体 とし、10層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、白磁椀、瓦の 2点である。

時期 古代～中世 (■～13世紀)である。
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u夏
第700図  SD1072出土土器 第701図  SD1073出土土器

L=930m
A82143 9A′

SD1078
1 にぶい黄掲色
2 にぶい黄掲色
3 にぶい責掲色
4 掲色
5 にぶい責掲色
6 にぶい責色
7 にぶい責掲色
8 にぶい黄掲色
9 にぶい黄橙色
10 にぶい黄掲色
11 にぶい黄橙色
12 にぶい黄橙色

10YR5/3 粘質土
10YR5/4 粘質土
10YR4/3 粘質土
10YR4/4 粘質土
10YR5/3 粘質土
2.5Y6/3 粘質土
10YR5/4 粘質土
10YR4/3 粘質土
10YR6/4 粘質土
10YR4/3 粘質土
10YR7/4 粘質土
10YR5/4 粘質土

(粒子が細かい。)

(や や暗い。)

(粒子が細かい。)

(粒子が細かい。)

L=930m
C3124 C´

SD1078
1 にぶい責掲色 10YR5/3 粘質土
2 灰黄掲色   10YR5/2 粘質土
3 掲色     10YR4/4 粘質土
4 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘質土
5 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘質土

|       |

SD1078平・断面図 (S=1/100)

L=930m
B 67 21 81l B´

10512

第702図
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0                                  20cm

第703図 SD1078出土土器

備考 東端は調査区外に延びる。

清状遺構 (SD1078)

位置 Loc.E2・ α IⅡ ・efg20～ 1   断面形 逆台形 全長 14.2m

土層 覆土は黄褐色系の粘質土を主体 とし、17層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、須恵器杯、土師器甕、高杯、甑、

杯、皿、管状土錘など16点である。一部の上器は第 2遺構面に属する遺物の流れ込みと考えられる。

時期 古代 (8～ 10世紀)である。

備考 北端、東端は調査区外に延びる。

溝状遺構 (SD1081)

位置 Loc.E2・ α I o cdefg17～ 18   断面形 逆台形   全長 11.8m

土層 覆土は暗褐色の粘質土を主体とし、 3層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、土師器杯 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10～ 11世紀))である。

備考 南北両端は調査区外に延びる。SD1088、 1089と 同一遺構である可能性がある。
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L=9.00m
B B´

0         1m
i       l

晴オリーブ色 5Y4/3  砂質土

(し まりがある。下部に赤褐色のマンガンが

沈着している。)

暗褐色    7.5YR3/3 粘質土

(し まりがある。下部に赤褐色のマンガンが

沈着 している。)

暗褐色    10YR3/3 粘質土

(し まりがある。下部に赤褐色のマンガンが
沈着している。)

1

0               10cm

第705図 SD1081出土土器

0         2m
i        l

SD1081平・断面図 (平面 。S=1/100、 断面・S=1/20)第704図
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L=9,00m
A      A′

即

第707図 SD1084出土石器

黄掲色 2.5Y5/3 粘性砂質土
(マ ンガン、小石を含む。)

第706図  SD1084平・断面図 (S=1/50)

溝状遺構 (SD1084)

位置 Loc.D2・ cI・ pqrst18   断面形 逆台形

土層 覆土は黄褐色の粘性砂質上の1層 からなる。

全長 15.9m

遺物出土状況 覆土から石器が出土している。図示できる遺物は、敲石 1点である。石器については、

第 2遺構面に属する遺物である可能性がある。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 北端は調査区外に延びる。
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L=900m
A    A′

―

L=900m
B          B´

L=900m
C         C´

L=900m
D            D´

SD1089   SD1088

SD1089 1 黄褐色 2.5Y5/4 シルト  (マ ンガンを少量含む。土器片、 l cm程度の礫を含む。)

2 黄掲色 2.5Y5/3 粘性砂質土 (マ ンガンを微量含む。5mm～ lcm程度の未満の礫を少量含む。)

SD1088 
を 憂彊雹 ::評訴: 亀匙悲質土1辱シ雰立を警ξ亨:【m葉穏鍵遊み望魯怒行

度の礫を含む。)

第708図 SD1088.SD1089平 ・断面図 (S〓 1/100)

清状遺構 (SD1088)

位置 Loc.E2・ α I oklm16～ 17 断面形 逆台形   全長 10。 7m

土層 覆土は責褐色のシル ト質上、粘性砂質上の 2層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、九瓦 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

ノ

ィ

ナ

‐‐
了‐‐

ぽ

‐‐―

ぽ

――

リ

ー

ト
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~2223

0               10Cnれ                   0

第709図 SD1088出土土器 第710図 SD1089出土土器

清状遺構 (SD1089)

位置 Loc.E2・ α I・ klmn16～ 17   断面形 逆台形   全長 15.Om

土層 覆土は黄褐色のシル ト質土、粘性砂質土の 2層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、平瓦 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 北端は調査区外に延びる。

溝状遺構 (SD1090)

位置 Loc.E2,α I・ jklm16     断面形 逆台形   全長 15.Om

土層 覆土は黄褐色のシル ト質± 1層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、九瓦 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

清状遺構 (SD1095)

位置 Loc.E2・ αⅡ・no l      断面形 逆台形   全長 6.4m

土層 覆土はにぶい黄褐色の砂質± 1層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、土師器杯、九瓦の 2点である。

時期 古代 (平安時代 (10～ ■世紀))である。

備考 南北両端は調査区外に延びる。
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卜9鞠

1 にぶい資掲色 10YR5/3 砂質土
(マ ンガン、砂畿を含む。5 mm程度の礫を少量含むよ)

第712図 SD1095平・断面図 (S=1/100)

黄掲色 2.5Y5/4 シルト
(砂粒を含む。マンガン、鉄分を含む。2mm程度の礫を多く含む。)

第711図 SD1090平 。断面図 (S妻 1/100)

第713図 SD1090出土土器

H愁織陰懲息建阜懲苺ミ態§慈儀荘
2?25

0               10cm
エ

2226
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第714図 SD1095出土土器



IIIj

粘性秒質土 (粒子が細かい。マンガン、炭化物、土器粒、小礫を含む。)

粘性砂質土 (砂質が強い。マンガン、炭化物、土器粒、小礫を含む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを少量含む。粒子の細かい黒掲色粘性砂質上を含む。)

粘性砂質土 (マ ンガン、小礫を含む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを少量含む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを全面に含む。炭化物を少量含む。)

粘性砂質土 (鉄分を筋状に含む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを少量含む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを多量に含む。鉄分を少量含む。)

粘性砂質土 (マ ンガン、土器粒を含む。)

粘性砂質土 (マ ンガン、小礫を含む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを少量含む。灰責色粘質上を含む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを少量含む。鉄分を多量に含む。)

粘性砂質上 (マ ンガンを全面に含む。下部に鉄分を多く合む。炭化物を少量含む。)

粘質土   (マ ンガン、 l cm程度の礫を含む。掲色粘性砂質上、オリーブ掲色粘

・
脇
い

‐
　
　
ｍ

Ｅ

ｏ
ｏ

ω
＝
コ
　
　
２

1 責掲色
2 黄掲色
3 黄掲色
4 にぶい黄褐色
5 にぶい黄掲色
6 にぶい黄橙色
7 暗灰責色
3 にぶい黄褐色
9 暗灰責色
10 黄掲色
11 オリーブ褐色
12 にぶい黄掲色
13 灰黄色
14 にぶい黄橙色
15 灰黄色

16 黄掲色
17 灰オリーブ色

2.5Y5/3
2.5Y5/4
2.5Y5/3
10YR5/3
10YR5/4
10YR6/4
2.5Y5/2
10YR5/4
2.5Y5/2
2.5Y5/3
2.5Y4/4
10YR4/3
2.5Y6/2
10YR6/4
7.5Y5/2

性砂質土を含む。)

10YR4/4 砂質土   (マ ンガンを含む。)

7.5Y5/2 粘質土   (粘性が非常に強い。)

第715図 SE1001平・断面図 (S=1/50)

④井戸 (SE)

井戸 (SE1001)

位置 Loc.D2・ εⅡ・q6～ 7   平面形 円形

土層 覆土は、黄褐色系の粘性砂質土を主体とし、

断面形 逆台形

17層 からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片、石器が出土 している。図示できる遺物は、土器が須恵器壷、土師器皿

の 2点、石器が敲石 3点である。

時期 古代 (平安時代 (10～ 11世紀))である。
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くくくここここ:::三二[:::ΞΞΞ三:ラアをζ27

28

0               10cm

第716図 SE1001出土土器

怨

〇

(:::::::::1   0                                  20cm

第717図 SE1001出 土石器

Ｓ５８

∞

期

Ｖ
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③  0 囲 ⑬

】穏乱ヽ鶏魯料駿 盤誌難
3 にぶい表褐色 10YR5/4 粘性砂賢土

第718図 SG1001平・断面図 (S=1/80)

0          10cm

第719図I SG1001出土土器

⑤柵列 (SG)

柵列 (SG1001)

位置 LoiD2・ ●I～ 1・ t20～ 1   全長 750cal   主軸方向 N・861-W

土層 覆土―は、褐色卜にぶい黄褐色の粘性砂質土を主体とし、3層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土している。図示でき.る遺物は、土師器杯 1点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

備考 主軸方向が SA1039と ほぼ平行になることから、何らかの関連がある遺構と考えられる。
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⑥土坑 (SK)

土坑 (SK1002)

位置 Loc,D2・ δ Ⅱ oa12   平面形 楕円形

土層 覆土は、灰色と灰黄色の粘性砂質土の2層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上している。図示できる遺物は、須恵器壺、土師器杯の2点である。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。

1 灰色  7.5Y6/1 粘性砂質土 (マ ンガンを多量に含む。
上器粒を含む。)

2 灰黄色 2.5Y6/2 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

第720図 SK1002平 。断面図 (S=1/25)

0            50cm
i              I

〆

粘性砂質土 (マ ンガン、炭化物、小礫を含む。)

粘性砂質土 (や や晴い。マンガン、炭化物、小礫を含む。)

粘性砂質土 (粒子が細かい。マンガンを含む。)

SK1014平・断面図 (S=1/25)

30

2割

0               10cm

第721図 SK1002出土土器

Ｓ５８３

∩
田
関
周
囲
岡
田
岡
Ｖ

∩
四
日
四
囲
園
日
躙
悧
四
〇

一

ｍ

嘲一Ａ

にぶい責掲色 10YR5/4
にぶい黄掲色 10YR5/4
黄褐色    2.5Y5/4

第722図

身劇
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第723図 SK1014出土石器



土坑 (SK1014)

位置 Loc.D2・ δⅡ・c12   平面形 長方形

土層 にぶい黄褐色と黄褐色粘性砂質土の 3層からなる。

遺物出土状況 覆土から石器が出土 している。図示できる遺物は、敲石 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

土坑 (SK1015)

位置 Loc,D2・ δⅡ・c12   平面形 長方形

土層 覆土は浅黄色、にぶい黄色粘性砂質土の 2層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、平瓦 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

＼

ｍ

ｍ

嘲一Ａ

1

2
浅黄色   2.5Y〃3 粘性秒質土 (マ ンガンを多量に合む。)

にぶい黄色 2.5Y6/4 粘性砂質土 (マ ンガンを 1層より多量に含む。)

第724図 SK1015平・断面図 (S=1/25)

綾―も
~ 2232

0               10cm

233

0               10cm

第727図 SK1038出 土土器

0            50cm
i      I

L=910m
A            〆

1 にぶい黄色 2.5Y6/3 粘性砂質土
(マ ンガン、小礫、炭化物、土器片を含む。)

第726図  SK1038平・断面図 (S-1/25)

第725図 SK1015出 土土器

-484-



土坑 (SK1038)

位置 Loc.D2・ δⅡ・e14   平面形 方形

土層 覆土はにぶい黄色粘性砂質上の 1層 である。

遺物出土状況 覆土から土器片が出上 している。図示できる遺物は、土師器皿 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀後半))である。

土坑 (SK1052)

位置  Loc.D2・ δ Ⅱ of13

土層

平面形 方形

遺物出土状況 覆土から鉄器が出土 している。図示できる遺物は釘 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。

L=910m
A

粘性砂質土 (や や粘性が強い。マンガンを含む。)

粘性砂質土 (マ ンガン、炭化物を含む。)

粘性砂質土 (や や粘性が強い。マンガン、鉄分、小礫を含む。)

粘性砂質土 (や や砂質が強い。マンガン、鉄分を含む。)

粘性砂質土 (や や皓い。マンガンを含む。)

SK1062平・断面図 (S-1/25)

③    T60

0                5cm

第729図 SK1052出土鉄器

234

第730図 SK1062出土土器

0            50cm
i              I

10cm

1 黄掲色   2.5Y5/3
2 にぶい黄色 2.5Y6/4
3 責掲色   2.5Y5/4
4 黄帽色   2.5Y5/3
5 黄掲色   2.5Y5/3

第728図
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傘 TЫ ◎   T62 O T63

9                59m                9                5,m                9                59m

第731図 SK1071出 土鉄器   第732回 SK1078出 土鉄器   第733図  SK1080出土鉄器

土坑 (SK1062)

位置 Loc.D2・ δⅡ・fg16～ 17   平面形 長方形

土層 覆土は黄褐色を主体とし、 5層からなる。

遺物出土状況 覆土から土器片が出土 している。図示できる遺物は、土師器杯 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。

土坑 (SK1071)

位置 Loc.D2・ δⅡ・m14     平面形 精円形

土層

這物出土状況 覆土から鉄器が出土 している。図示できる遺物は、鉄片 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。

土坑 (SK1078)

位置 Loc.D2・ δ Ⅱ oqll     平面形 長方形

土層

遺物出土状況 覆土から鉄器が出上している。図示できる遺物は、鉄片 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。

土坑 (SK1080)

位置 Loc.D2・ δⅡ・r12     平面形 長方形

土層

遺物出土状況 覆土から鉄器が出土 している。図示できる遺物は、釘 1点である。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 平面図は遺構配置図を参照。付近の包含層から石帯 (第934図 S614)が 出上している。
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